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今年のテーマは、 「日野の生い立ちと土方
歳三」。隊士バレードのほか、作家・童門冬
二氏の講演、日野中央公園では、大道芸、青

空バザーなど数々の催しが行われます。新緑
のさわやかな日、皆さんぜひ、お出掛けくだ

さい。 （ひの新選組まつり実行委員会）

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

昭
和
2
年
東
京
生
ま
れ
。
歴
史
の
中

か
ら
現
代
に
通
ず
る
も
の
を
好
ん
で
書

＜
執
筆
活
動
の
か
た
わ
ら
、
積
極
的
に

講
演
活
動
を
行
う
。
第
43
回
芥
川
賞
候

補
。
主
な
著
作
に
「
小
説
上
杉
鷹
山
」

「
武
田
信
玄
の
人
間
学
」
な
ど

H
野
市
憲
法
記
念

H
行
事
共
催

13
日
市
民
会
館
で

童
門
冬
二
氏
講
演
会

「
新
選
組
と
多
摩
の

自
由
民
権
運
動
」

新
選
組
ま
つ
り
メ
イ
ン
会
場
の
市
民

会
館
で
は
、
例
年
5
月
に
行
わ
れ
て
い

た
日
野
市
憲
法
記
念
日
行
事
と
共
催

で
、
童
門
冬
二
氏
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

▽
日
時
1
1
5
月
13
日
田
午
後
3
時
ー
4

時
30
分
※
開
場
2
時
40
分

▽
会
場
11
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

▽
問
合
せ
先
11
産
業
振
興
課
ひ
の
新
選

組
ま
つ
り
担
当

13日（土）
← 9..~’ 

9 :30 

10:00 

12:00 

13:00 

14:30 

10:00 

11 :30 

ひの新選組まつりの主な催し
日野中央公園・プラザ｀

オープニングセレモニー

15:00 

17:00 
19:00 

,，“ 

14日（日）

似顔絵描き （全日）

市 民 会 館

農産物 ・物産・ 飲食物の販売 1映画「新選組」上映(10:00------)
青空バザー (10: 00 ------16 : 00) 

大道芸・バナナのたたき売り

・大道占い

•パン トマイム
吾代健十ショー コラージュ（土方歳三）（12:45~)
ぉ囃字、ギター弾き語り 殺陣パフオーマンス(13:10------) 

子どもコーナー（全日） 芝居「池田屋襲撃」

・昔遊び 斬り方・斬られ方コンテスト
・レクリエーションゲーム吾代健十ショー(14:25------)

少林寺拳法演武 (12 : 25~)

童門冬二氏講演会(15:00~)

12:00 
12:20 

14:00 

日野中央公園・ブラザ
農作物・物産・飲食物の販売

青空バザー

大道芸・居合い抜刀術・南京玉

すだれ・七味唐辛子売大道芸

り・江戸紙切り ・南京玉すだれ

子どもコーナー(12:00まで） ・居合い抜刀術

みこし、和太鼓、着物ショー
ひのよさこい踊り

メインパレード
日野の歴史絵巻を再現

前夜祭

新選組コンテスト（小ホール）
幽，

り，．

舛．＂悦¢’’和
ヶ
ゆ，;::i,j＼坂神社，，＂岱，＇＂，i；べ’呵，

瓜， 49や心

日野市剣道連盟

少年剣道大会

和太鼓

▲童門冬二氏
※まつり期間中、電気式生ごみ処理機を展示。内容、時間等に変更が生じる場合があります

日野市長
ばば ひろみち

馬場弘融

ひ
の
新
選
親
ま
つ
り

青
空
バ
ザ
ー
に
出
店
し
ま
せ
ん
か

▽
日
時
1
1
5
月
13
日
国
・
1
4
日
①
の

2

日
間
午
前
10
時
＼
午
後
4
時
※
1
4
日
は

午
後
3
時
ま
で

▽
内
容
11
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

▽
区
画
11
約
2
昇
四
方
※
割
り
当
て
は

3
 

,
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9

ー
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今
回
は
憲
法
記
念

H
に
ち
な
み
、
大

学
時
代
に
学
ん
だ
こ
と
を
思
い
出
し
て

書
き
ま
す
。

憲
法
に
つ
い
て
は
、
母
校
の
教
授
よ

り
宮
沢
俊
義
・
橋
本
公
宣
両
先
生
の
著

書
か
ら
影
響
を
受
け
ま
し
た
。

日
本
国
憲
法
の
制
定
の
背
景
に
は
、

敗
戦
と
い
う
「
革
命
」
的
な
状
況
が
あ

っ
た
こ
と
。
国
民
は
「
憲
法
制
定
権
」

を
持
っ
て
い
る
こ
と
。
地
方
公
共
団
体

の
「
自
治
権
」
は
、
国
法
に
依
存
し
て

い
る
こ
と
。

「公
共
の
福
祉
」
と
「
基

本
的
人
権
」
の
バ
ラ
ン
ス
を
ど
の
よ
う

に
と
る
か
、
な
ど
関
心
を
持
っ
た
所
は

今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。

刑
法
は
、
団
藤
重
光
先
生
の

『刑
法

綱
要
』
に
尽
き
ま
す
。
精
密
な
理
論
構

成
や
、
刑
罰
は
積
極
的
に
人
道
的
た
る

べ
し
と
の
主
張
な
ど
、
学
問
の
世
界
を

超
え
て
文
学
的
な
感
銘
を
与
え
ら
れ
ま

し
た
。
忘
れ
得
ぬ

一
冊
で
す
。

民
法
は
好
き
に
な
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

受
け
付
け
順
。
申
し
込
み
を

▽
参
加
費
1
1
2
千
円

(
1
日
参
加
で
も
）

▽
持
ち
物
11
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト

▽
申
込
み
先
11
産
業
振
興
課
ひ
の
新
選

組
ま
つ
り
担
当

も
ち
ろ
ん
行
政
法
や
財
政
法
の
講
義
も

受
け
た
の
で
す
が
、
あ
ま
り
興
味
が
わ

か
な
い
分
野
で
し
た
。
そ
の
行
政
を
担

う
立
場
に
な
り
、
今
に
な
っ
て
反
省
し

て
い
ま
す
。

ゼ
ミ
の
指
導
で
は
、
ア
メ
リ
カ
独
立

の
こ
ろ
、
英
国
に
立
ち
向
か
っ
た
フ
ラ

ン
ク
リ
ン
た
ち
の
「
代
表
な
け
れ
ば
課

税
な
し
」
と
い
う
演
説
の
こ
と
。
そ
し

て
「
大
統
領
制
と
議
院
内
閣
制
が
あ
る

が
、
制
度
が
い
ず
れ
で
あ
っ
て
も
政
治

の
善
し
悪
し
は
人
で
決
ま
る
」
と
い
わ

れ
た
藤
原
教
授
の
教
え
が
耳
に
残
っ
て

い
ま
す
。

さ
て
、
日
本
国
憲
法
の
こ
と
で
す
。

国
会
に
憲
法
調
査
会
が
設
置
さ
れ
ま
し

た
が
、
幅
広
い
角
度
か
ら
議
論
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

私
も
、
各
章
の
構
成
や
参
議
院
の
規

定
、
地
方
自
治
の
扱
い
な
ど
、
や
や
不

満
を
持
っ
て
い
ま
す
。
で
す
が
、
基
本

的
人
権
の
尊
重
、
民
主
主
義
、
国
際
平

和
主
義
、
戦
争
の
放
棄
と
い
っ
た
世
界

に
誇
れ
る
崇
高
な
理
念
を
持
っ
て
い
る

こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
日
本
国
憲
法
の
下
、
い
つ
ま
で

も
日
本
が
平
和
で
あ
る
よ
う
努
力
し
て

ゆ
き
ま
し
ょ
う
。

高幡コース(10:00-11:30~

互＼王子 ， 京王線 ll l l CE且E区ト—--

川崎街道 クィ:i「`~,•• 
パ＿i 

多摩平コース(15:30-16:30)

14
日
新
選
組
バ
レ
ー
ド
（
コ
ー
ス
順
路
）



市役所 代表電話

TEL.042-585-1111 聾、涵凪磁雌甚 第 990号 5/1 

▽
募
集
戸
数
1
1
①
空
き
家

2
千
720
戸

②
新
築
924
戸
③
ス
ー
パ
ー
リ
フ
ォ
ー

ム
住
宅
47
戸
④
若
年
フ
ァ
ミ
リ
ー
向

け
住
宅
50
戸

烹
募
集
の
し
お
り
の
配
布
1
1
5
月
8

日
①
＼
1
5
日
①
（
土
曜
・
日
曜
日
を

除
く
）
午
前
8
時
30
分
＼
午
後

5
時

に
市
役
所
1
階
市
民
相
談
窓
口
、
ヒ

生
支
所
、
豊
田
駅
連
絡
所
で
配
布

▽
申
込
資
格
1
1
次
の
す
べ
て
に
あ
て

は
ま
る
方
①
都
内
在
住
の
成
年
者

(
2
0
歳
未
満
の
既
婚
者
を
含
む
）
で

住
民
票
ま
た
は
外
国
人
登
録
済
証
明

書
で
証
明
で
き
る
②
同
居
親
族
が
い

る
③
所
得
が
定
め
ら
れ
た
基
準
内
④

住
宅
に
困
っ
て
い
る

※
単
身
者
が
申
し
込
み
で
き
る
住
宅

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
「
藤
集
の

し
お
り
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い

▽
申
込
み
1
1
5
月
1
5
H
叩
（
消
印
有

効
）
ま
で
に
郵
送

▽
問
合
せ
先
1
1
東
京
都
住
宅
局
募
集

課

(
6
0
3
.
5
3
2
l
.
1
1
1
1

心

／
市
管
財
課
）

【
闘
紅
防
訓
練

】

市
で
は
、
梅
雨
に
入
る
前
に
河
川

の
は
ん
ら
ん
等
の
災
害
に
備
え
た
水

防
訓
練
を
、
日
野
泊
防
署
、

H
野
市

泊
防
団
、
日
野
市
建
設
協
和
会
と
合

同
で
実
施
し
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
も
活
動
状
況
を
ぜ

ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
1
1
5
月
14
日
①
午
前
9
時
S

11
時
30
分

▽
会
場
1
1
上
田

656
番
地
先
浅
川
河
川

敷
（
高
幡
橋
下
流
左
岸
）

＞
問
合
せ
先
1
1
防
災
課

募
集

●
公
共
下
水
這
の
供
用
開
始
に
伴
い

下
水
道
関
係
図
書
を
縦
覧

6
月
1
日
は
か
ら
、
多
摩
平
7
丁

目
、
栄
町
l
S
4
丁
目
、
新
町
1
S

3
丁
目
、
日
野
本
町
1
S
7
丁
目
、

神
明
l
S
4
丁
目
、
大
坂
卜
1
S
4

づ
く
り

児
童
手
当
・
育
成
手
当

・
障
害
手
当
の
申
請
を

12
日
は
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
日

5
月
12
日
は
「
民
生
委
貝
・
児
童

委
員
の
日
」
で
す
。
市
内
の
民
生
委

員
・
児
童
委
員
は
118
人
。
地
域
か
ら

求
め
ら
れ
る
福
祉
全
般
の
相
談
を
受

け
、
行
政
と
の
連
絡
役
と
し
て
活
動

し
て
い
ま
す
。
気
軽
に
ご
相
談
を
。

な
お
、
新
た
に
委
嘱
を
受
け
た
委

員
の
方
を
紹
介
し
ま
す
。
（
敬
称
略
）

▽
1
月
1
日
付
け

（
北
部
地
区
）
1
1
〈
主
任
児
童
委
員
〉

斉
藤
と
み
子
（
万
願
寺
1
2
6
6
5
8
4
.
6

1
6
2
)
 

（
南
部
地
区
）
1
1
平
正
子
（
南
平
3

の
3
の
1
1
6
5
9
1
.
5
6
8
9
)

▽
4
月
1
日
付
け

（
東
部
地
区
）
1
1
佐
藤
暢
子
（
新
井

882
の
2
6
5
9
2
.
8
4
4
l
)

▽
問
合
せ
先
1
1
生
活
福
祉
課

今
月
か
ら
養
育
者
の
所
得
を
平
成

1
1
年
中
の
所
得
で
判
定
し
ま
す
。
こ

れ
ま
で
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
方
は
、

所
得
制
限
等
、
間
い
合
わ
せ
の
う
え

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
児
童
手
当
1
1
3
歳
未
満
の
児
童
を

蓑
育
し
て
い
る
方

▽
育
成
手
当
1
1
1
8
歳
未
満
(
1
8
歳
に

な
っ
た
年
の
年
度
末
ま
で
を
含
む
）

の
お
子
さ
ん
を
投
育
し
て
い
る
母
子

・
父
子
家
庭
の
方

▽
障
害
手
当
1
1
2
0
歳
未
満
の
重
度
の

障
害
を
お
持
ち
の
お

f
さ
ん
を
旋
育

し
て
い
る
方

※
現
在
受
給
し
て
い
る
方
は
、

5
月

末
に
硯
況
届
を
送
り
ま
す
の
で
、
そ

ち
ら
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

▽
問
合
せ
先
1
1
児
童
福
祉
課
児
童
係

丁
目
、
新
井
の
各
一
部
の
公
共
下
水

道
が
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
下
水
道
管
平
面
図
、

地
図
等
の
関
係
図
書
を
縦
覧
し
ま
す
。

▽
日
時
1
1
5
月
1
5
日
①
S
3
1
日
困
午

前

8
時
30
分
S
午
後
5
時
※
土
曜
・

日
叫
日
を
除
く
。
新
た
に
対
象
と
な

る
方
に
は
、

5
月
上
旬
に
「
供
用
開

始
の
お
知
ら
せ
」
を
郵
送

▽
会
場
・
間
合
せ
先
1
1
下
水
道
普
及

課■
「
多
摩
平
団
地
這
替
事
業
」
の

環
境
影
響
評
価
書
の
公
＿
ホ
及
び
縦
覧

東
京
都
環
境
影
響
評
価
条
例
の
規

定
に
基
づ
き
、

5
月
8
日
①
に
環
境

影
卿
評
価
書
が
公
示
さ
れ
、
次
の
と

お
り
縦
覧
さ
れ
ま
す
。

▽
縦
覧
期
間
1
1
5
月
8
日
①
S
2
2
日

un午
前
9
時
30
分

S
午
後
4
時
30
分

※
十
曜
・
日
曜
日
を
除
く

▽
縦
覧
場
所
1
1
市
役
所
3
階
環
境
保

全
課
、
束
京
都
環
境
評
価
部
環
境
影

響
評
価
審
杏
課
（
都
庁
第
1
庁
舎
北

塔
祁
階
）
、
東
京
都
多
摩
環
境
事
務

所
（
立
川
合
阿
庁
舎
4
階
）
※
環
境

影
響
評
価
書
は
、
ひ
の
社
会
教
育
セ

ン
タ
ー
、
勤
労
•
青
年
会
館
で
も
閲

覧
で
き
ま
す

▽
問
合
せ
先
1
1
東
京
都
環
境
評
価
部

環
境
影
響
評
価
審
査
課
(
6
0
3
.
5

3
2
l
.
1
1
1
1
代）

■第
144
回
東
京
都
都
市
計
画
審
議
会

傍
聴
者
を
募
集

▽
日
時
1
1
5
月
3
1
日
困
午
後
1
時
か

ら▽
会
場
1
1
束
京
都
庁
第
1
本
庁
舎
特

別
会
議
室

A

▽
付
議
予
定
案
件
1
1
「
二
子
玉
川
東

地
区
の
再
開
発
に
つ
い
て
」
ほ
か
1
8

件
※
詳
細
は
都
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(http:
/
/
w
w
w
.m
e
t
r
o
.t
o
k
y
o
.jp) 

ま
た
は
都
庁
都
市
計
画
課
ヘ

▽
定
員
1
1
1
5
人
※
定
貝
を
超
え
た
場

合
は

5
月
23
日
因
に
都
庁
会
議
室
で

公
開
抽
選

篇
込
み
1
1
5
月
17
日
困
（
必
着
）

ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
往
信
用
衷

面
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記

入
し
、
東
京
都
都
市
計
画
局
地
域
計

画
部
都
市
計
画
課
(
〒
1
6
3
1
8
0
0

1
住
所
不
要
6
0
3
.
5
3
8
8
.
3

2
5
4
)

へ

■日
野
市
都
市
計
画
審
議
会

市
民
委
員
を
募
集

地
方
分
権

一
括
法
の
施
行
に
よ
り
、

都
市
計
画
法
の

一
部
が
改
正
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
任
意
設
置
と
な

っ
て
い
た

市
町
村
都
市
計
画
審
議
会
が
法
定
化

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
審
議
会

の
役
割
が
よ
り
大
き
く
な
る
と
と
も

に
、
市
民
委
員
を
新
た
に
加
え
市
民

参
画
の
審
議
会
と
な
り
ま
す
。

1

日
野
市
に
お
い
て
も
法
に
基
づ
く

都
市
計
画
審
議
会
条
例
を
新
た
に
制

定
し
、
市
民
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

▽
対
象
1
1
1
年
以
上
市
内
に
在
住
の

2
0
歳
以
上
の
方
で
市
の
都
市
計
画
に

関
心
が
あ
り
、
積
極
的
に
関
与
で
き

る
方
（
現
在
、
他
の
審
議
会
等
の
委

員
に
な
っ
て
い
る
方
は
除
く
）
※
審

議
会
は
原
則
平
日
に
開
催

▽
定
貝
1
1
2
人
※
任
期
は
2
年

扇
募
方
法
1
1
5
月
2
2
日
①
ま
で
に

書
面
で
。
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
生

年
月
日
、
性
別
、
職
業
、
居
住
年
数
、

電
話
番
号
、
そ
の
他
の
連
絡
先
を
記

入
し
、
『
今
後
の

H
野
市
の
ま
ち
づ

く
り
』
を
主
題
と
し
た

800
字
以
上
1

千
600
字
以
内
の
小
論
文
を
添
付
し
、

日
野
市
役
所
都
市
計
画
課
(
〒
191_

8
6
8
6
住
所
不
要
）
へ

集
市
立
総
合
病
院

募

臨

時

職

員

▽
職
種
1
1
薬
剤
師
・
給
食
調
理
員

▽
募
集
人
数
1
1
各
1
人

▽
応
募
資
格
1
1
有
資
格
者
で
お
お
む

ね
40
歳
く
ら
い
ま
で
の
健
康
な
方
※

給
食
調
理
員
は
資
格
不
問

▽
応
募
方
法
1
1
履
歴
書
（
写
真
添
付
）

及
び
資
格
証
の
写
し
（
給
食
調
理
貝

は
不
要
）
を
市
立
総
合
病
院
(
〒
1
9
1

1
0
0
6
2
多
摩
平
6
の
1
の
1
6

5
8
1
.
2
6
7
7
)
へ
郵
送
か
持
参

人
権
擁
護
委
員

〈

5
月
の
活
動
〉

①
地
域
座
談
会
（
子
ど
も
の
居
場
所

づ
く
り
）

▽
日
時
1
1
2
9
日
叩
午
前
10
時
＼
正
午

▽
会
場
1
1
愛
隣
舎
（
多
摩
平
3
丁

H
)

▽
内
容
1
1
心
の
働
き
を
理
解
し
よ
う

▽
講
師
1
1
山
口
久
恵
氏
（
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

教
育
委
員
会

第
5
回
臨
時
会

第
1
回
定
例
会

ん
②
子
ど
も
自
然
体
験
活
動
（
笑
顔
で

キ
ャ
ン
プ
）

S
檜
原
フ
ァ
イ
ト
村

▽
日
程
1
1
2
8
日
（
※
日
帰
り

▽
内
容
1
1
新
緑
の
森
の
中
で
バ
ー
ド

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
楽
し
も
う

▽
対
象
1
1
小
、
中
学
生

▽
定
員
1
1
1
8
人
（
先
着
順
）

▽
費
用
1
1
2
千
円
（
交
通
費
ほ
か
）

▽
申
込
み
1
1
2
0
日
山
（
必
着
）
ま
で

に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
往
信
用
裏
面
に

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
軍
話
番
号
を

記
入
し
、
平
清
太
郎
(
〒
1
9
1
1
0
0

2
2
新
井
863
の
64)

へ

③
君
と
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ンマ
内
容
11
子
ど
も
人
権
オ
ン
ブ
ズ
マ

ン
に
よ
る
、
い
じ
め
、
体
罰
、
不
登

校
、
児
童
虐
待
な
ど
の
相
談

▽
電
話

(
F
A
X
)
番
号
1
1
昼
間
042

.
3
7
1
.
2
4
6
6
、
夜
問
5
9
1
.
2
3

1
5
※

F
A
X
は
24
時
間
受
け
付
け

以
上
、
い
ず
れ
も
▽
問
合
せ
先

II

市
長
公
室
市
民
相
談
担
当

(
6
5
8
5
.

2
0
0
0
)
 

平
成
1
1
年
度
日
野
市
教
育
委
貝
会

第
5
回
臨
時
会
が

3
月
30
日
に
、
平

成
12
年
度
日
野
市
教
育
委
員
会
第
1

回
定
例
会
が
4
月
13
日
に
開
か
れ
、

次
の
議
案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

ご
第

5
回
臨
時
会

▽
可
決
さ
れ
た
議
案
1
1
教
育
管
理
職

の
異
動

ご
第
1
回
定
例
会

▽
可
決
さ
れ
た
議
案
11教
育
委
員
会

事
務
局
職
員
人
事
／
日
野
市
立
教
職

員
研
究
室
長
の
任
命
／
口
野
市
入
学

資
金
融
資
条
例
施
行
規
則
を
廃
止
す

る
規
則
の
制
定
／
第
4
期

H
野
市
立

教
職
員
研
究
室
運
営
審
議
会
委
員
の

委
嘱
／
第
2
2
期
日
野
市
社
会
教
育
委

員
の
委
嘱
／
第
21
期
日
野
市
青
少
年

委
員
の
委
嘱
／
第
19
期
日
野
市
立
図

書
館
協
議
会
委
貝
の
委
嘱
／
第
6
期

日
野
市
ふ
る
さ
と
拇
物
館
協
議
会
委

員
の
委
嘱
／
日
野
市
立
学
校
適
正
規

模
・
適
正
配
置
等
の
基
本
方
針

▽
継
続
審
議
と
な
っ
た
議
案
1
1
H
野

市
立
小
・
中
学
校
に
お
け
る
学
校
給

食
の
調
理
業
務
等
の
委
託

▽
請
願
審
査
1
1
請
願
第

9
9
_
3
号

「
日
野
市
の
学
校
給
食
の
民
間
委
託

に
反
対
す
る
請
願
」
…
継
続
審
査

▽
報
告
事
項
1
1
平
成
12
年
度
学
級
編

制
に
つ
い
て
ほ
か

8
件

※
次
の
定
例
会
は
、

5
月
10
日
①
に

開
催
予
定
で
す

▽
問
合
せ
先
1
1
教
育
庶
務
課

・知田

▽
1
日
1
1
十
日
町
市
の
子
ど
も
た
ち

表
敬
訪
間
（
庁
内
）

、
春
の
交
通
安ぁ

し

全
市
民
の
つ
ど
い
（
市
民
会
館
）

に
挨

拶
▽

2
日
1
1
日
野
市
子
ど
も
会
連
合

会
定
期
総
会
（
中
央
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

に
挨
拶
▽

3
H
I
I
伽
祉
事
業
団
辞
令

交
付
式
（
庁
内
）
、
新
人
職
貝
入
所

式
（
庁
内
）
に
訓
話
、
校
長
辞
令
伝

達
式
（
庁
内
）
に
挨
拶
▽

4
日
11定

例
庁
議
、
環
境
管
理
委
貝
会
（
い
ず

れ
も
庁
内
）
に
出
席
▽

5
日
1
1
行
財

政
改
革
誰
進
管
理
部
会
（
庁
内
）
に
出

席
▽
7
8
1
1
消
防
団
辞
令
交
付
式
、

建
築
審
査
会
委
嘱
状
交
付
式
（
い
ず

れ
も
庁
内
）
▽

9
日
1
1
日
野
市
障
宙

者
関
係
団
体
連
絡
協
議
会
定
期
総
会

（生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
）
に
挨
拶

▽
l
O
H
1
1
日
野
市
農
業
委
貝
会
交
歓

会
（
市
内
）
に
挨
拶
▽

12
日
1
1
政
策

調
整
会
議
（
庁
内
）
、
東
京
都
十
一

市
競
輪
事
業
組
合
理
事
会
及
び
同
臨

時
議
会
、
東
京
都
四
市
競
艇
事
業
組

合
理
事
会
及
び
同
臨
時
議
会
（
い
ず

れ
も
自
治
会
館
）
に
出
席
▽

13IJII

京
王
閣
競
輪
場
メ
イ
ン
ス
タ
ン
ド
及

び
選
手
宿
舎
竣
工
式
・
落
成
式
（
同

所
）
に
出
席
、
⑰
多
摩
緑
成
会
創
立

50
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
（
立
川

市
）
に
挨
拶
＞

14
日
1
1
建
築
紛
争
調

停
委
員
委
嘱
状
交
付
式
・
懇
談
会
、

総
合
窓
口
実
施
本
部
会
議
（
い
ず
れ

も
庁
内
）

シルバー人材センター

入会説明会

)8日ね午▽日時115月2日火．l

前9時30分sn時30分
▽内容11体験記、概要説明

▽会場・問合せ先11シルバー人

材センター(6581.8171)

名 称 日 時 会 場 問合せ先

市※15長日（月相）ま談でに予約を 79日中0（金0地~区）17こ6苔住: 14 00 調整中
※＝沢 まいの方を優先

法律相談 2日（火）9E（火）16日（火）23日（火）

※相談日前日に予約を lO 00~16 00 

行政相談
8ヨ（月） 19日（金）
13 30~16 00 

人権身の上相談
llヨ（大） 26日（金）

市民相談担当
13 30~16 00 

子どもの
云585-2000

26日（金）

人権専門相談 16 00~ 17 00 ※受け付けは

サラ金専門相談 15日（月） 午前 8時30分

※1週間前から予約を 13 00~ 16 00 市役所 1階 から。 6月1日

交※相通談日事前日故に相予約談を
12日（金） 市民相談室 （木）の登記相

13 30~ 16 OD 談の予約は 5

登記相談 8日（月）
月31日（水）に

※2日（火）から予約を 13 30~ 16 00 受け付けます

税※前務日か相ら予談約を
24日（水）
10 00~ 16 00 

不動産相談 17日（水）

※前日から予約を 13 30~16 OD 

一般相談
毎週月曜～金曜日
8 30~17 00 

炉恥m民相談～お気軽l-—柑談ください～
名 称 日 時 会 場 問合せ先

市児役童所福祉2課階
児童福祉課
も586-1171

子育て相談 毎週月曜～金曜日 おおくぽ 同保育園

（乳幼児） 9 00~16 00 保育園 ff586-ll72 

あさひがおか 同児童館
児童館 n586-ll84 

児※前童も相っ談て電話を
毎週木曜日 市役所 2階 生社活会福係祉課
9 00~12 00 生活福祉課

教職員研究 教育相談室

教育相談
毎週月曜～金曜日

室内
四592-1160

10 00~ 17 00 いじめ電話相談
教育相談室 ff592-2782 

視覚障害者相談
11日（木）
9 30~12 DD 

lB日（木）
市役所 2階

知的障害者相談 9 30~72 00 
障害福祉課 障害福祉課
（面接室）

ろうあ者相談 17巳（水）

（手話通訳あり） 9 30~12 OD 

名 称 日 時 会 場 問合せ先

健康相談 随時（電話予約）
生活・

26日（金） 保健センター

9 30~ ll 00 健康課

乳幼児相談
19日（金） あさひがおか 云581- 4111 

10 DD~ ll 30 児童館

12日（金） 福祉支援
70 00~ ll 30 センター

消費生活相談
毎週月曜～金曜日 生活・ 消費生活相談
lO 00~ 15 00 保健センター 室ff581-3556

女出甘談
9日（火）lOB（水）16日（火） 女性参画推進室
17日（水）23日（火）24日（水） 市役所 1階 電話相談は

（電話面接） 火曜日18 00~21 00 市民相談室 云587-8177 
※前もって予約を

水曜日 9 45 -15 00 ヘ

I_)ハビリ、心配ごと、
高年齢者就業、結婚、

日社協 法律、心の悩み、ハンデ
社会福祉

「くらし
ィキャップを持つ人の 中央

協議会
ための外出旅行、こと 福祉センター

なんでも相談」 ばの遅れ、住宅改造相 合 582- 2319 

談を実施
※日時は問い合わせを

― ともにfをとりやすらぎのあるまちに ◎ 



1・

第 990号 5/1

＂ 
市役所 代表電話

TEL.042-585-1111 

●母子保健健康通信喜嘉胃霜喜喜晶累託峯―)門鳳盃汀輩予竺塁名女：盆 5
水問日程し約セや問性 2 月
曜 II ※ II 込優ラ近題で回の
H火 祝 侮 み 先 l隣‘ あに 第
； 曜日月く でがの 夫る増 2
午日 は 第 だす相こ 婦 が 股週
前；除 1 さの談と‘ゆさ目
9 午< S いでに 等 心えれか
時後 第°‘応 ‘身にまら
45 6 4 おじ専の起す女
分時 火 早 ま門ここ °性
＼ ＼ 耀 目すの とる 相
午，．に°力‘様談

事業名 日 時 内 容等
5月31日（水） ， 妊娠中の生活
lO 00~12 00 育児の準備ほか

ママ・パパクラス 6月5日（月） 妊娠中の栄養

（両親学級） 13 30~15 30 お産の経過ほか

1コース6日制。 6月14日（水）
歯科健診ほか

対象は初妊婦(16~27 9 30~ 12 00 
週） 6月15日（木）

歯の衛生ほか6日目はご夫婦でど 10 00~ 12'00 
うぞ。予約制 6月21日（水） 妊婦体操呼吸
電話で健康課へ申し lO 00~12 00 法の実習ほか
込みを

赤ちゃんのお風6月28日（水）
呂の入れ方、 出13 30~ 15 30 
産のビデオほか

5月（0lO水0、日）（水234:日）2．（5水、 対象は平成12年3~4か月児 17日） 1月生ま れ 通
健康診査 13 l 

知制13 50 

5月ll木日）（木） 対象は平成10年1歳6か月児 l8日(・25日（木）
10月生まれ通

健康診査 13 00、13 15、
知制13 30、13 45 

5月9日（火） 対象は平成9年
3歳児健康診査 16日（火） 4月生まれ 通12 50、13 05、

13 20、13 35 知制

5月1日（月）
lO 00~ ll 00 

すくすくクラブ 5月8日（月） 対象は生後4~
（育児学級） 10 00~ 11 00 12カ月の乳児と

参加はどちらか （会場は福祉支援センター） 保護者。申し込
1日 5月15日（月） み不要

10 00 ~ 11 00 
（会場はあさひがぢか児童館）

※転入された方へ..妊婦、 3~ 4カ月児、 6 ・ 9カ月児、
1歳 6カ月児、 3歳児の健康診査を受けていない方は
健康課（云581-4111)へ相談を

5月前期休日診療医
診療時間 9 : 00----12 : 00 

13 : 00,-...; 17 : 00 

R あづま医院（内・外・皮科） 橋本クリニック（外・整・皮・内・理・胃科）
多摩平l-8-3云581-0548 東豊EB4-23-l 0云586-7725

多摩平派出所ミ」］堡竺竺

第7公園札・」□丙面云

［コニ

゜
八木医院（内・児科） 寺田医院（内・児・皮科）

多摩平3-3-l 3 ff585-037 l 落）11696-4ff59 l -2852 
至

｀ぃ岳 百草
R⑫ 

百草園日野わかくさ
-— 明 派出所幼稚園

゜
土方クリニック（内・児・消科） みやもと小児科（児科）

石田403-22ff587-7171 百草999云591-1312

／乞西言

男
女
平
等
に
関
す
る
市
民
意
識
調
査

＂
 

市
民
の
男
女
平
等
に
関
す
る
意
識

と
実
態
を、

主
に
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク

・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
の
項
目
を
重
点
と

し
て
把
握
し
、

今
後
の
女
性
施
策
を

進
め
る
た
め
の
調
査
を
8
月
1
日
こ

ろ
実
施
す
る
予
定
で
す
。
こ
の
調
査

の
内
容
の
検
討
や
報
告
書
の
作
成
ま

で
を
チ
ー
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
事
務

局
と
共
に
進
め
る
市
民
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
を
募
集
し
ま
す
。

▽
対
象
11
市
内
在
住
・
在
勤
の
男
女

▽
募
集
1
1
1
0
人
程
度

▽
活
動
内
容
11
年
10
回
程
度
の
会
合

▽
選
考
方
法
11
決
定
後
、
結
果
を
文

書
で
通
知

孟

込

み

1
1
5
月
15
晶
（
消
印
有

竺191

凸罰
日
野
市
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者

顕
彰
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
こ

の
制
度
は
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
に
顕
著

な
成
果
が
み
ら
れ
た
個
人
や
団
体
に

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
記
念
品
を
贈
里
す
る

も
の
で
す
。
自
薦
•
他廊
は
問
い
ま

せ
ん
。
顕
彰
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
顕
彰
制
度
の
開
始
に

と
も
な
い
、
こ
の
た
び
解
散
し
た
日

野
市
文
化

・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
協
会
に

よ
る

「
全
国
大
会
等
出
場
者
助
成
金

制
度
」
は
廃
止
し
ま
す
。

▽
問
合
せ
先
11
生
涯
学
習
課
／
ス
ポ

ー
ツ
振
興
課

●
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
•
B
C

G
接
種

▽
日
時
・
会
場
11
別
表
の
と
お
り

▽
対
象
11
生
後
3
カ
月
ー
4
歳
未
満

（接
種
当
日
）

で
B
C
G
接
種
を
一

度
も
受
け
て
い
な
い
お
子
さ
ん

※
B
C
G
接
種
は
、
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン

反
応
判
定
で
陰
性
の
方
に
実
施

▽
注
意
11
①
冊
子

『予
防
接
種
と
子

ど
も
の
健
康
』

（
生
活
・
保
健
七
ン

タ
ー
内
健
康
課
、
市
役
所
ー
階
市
民

会 問会月時相知 し 助 住 リ
議▽ ▽ 5 1 ▽い舟g補 ● ●ツベルクリン反応検査•BCG予防接種日程表

ー 合場 15 ¥ 談識閃具宅 ハ
云せ II 日 4 日 としののビ
582先中（月）時 II 情て使改リ
:--Ii 央 - 毎 報 ‘ 用 造 無
2 日福 要月を

ぉ
理な‘料

3 野 祉予第学と
ミ家

1市セ 約 3 知療‘で嬰
9 社ン -月ら法＇）の
- 会夕 ※曜 せ 士 ハ 訓

福 l 次日しがビ練
祉 ま回午正リ

力

協 は後す。し全法

■飼
い
犬
に
狂
犬
病
の
予
防
注
射
を

受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う

毎
年
春
は
、
飼
い
犬
の
狂
犬
病
予

防
注
射
の
時
期
で
す
。

狂
犬
病
は
、
狂
犬
病
の
動
物
に
か

ま
れ
る
こ
と
で
ウ
イ
ル
ス
に
感
染

し、

1
ー
3
カ
月
以
内
に
発
病
、
脳

炎
症
状
を
起
こ
し
て
、
ほ
ぼ
lOo
％
の

患
者
が
死
亡
し
ま
す
。
フ
ィ
リ
ピ
ン

や
タ
イ
で
は
、
犬
に
か
ま
れ
て
毎
年

200
人
前
後
の
人
が
狂
犬
病
で
亡
く
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
韓
国
で
は
予
防

注
射
を
強
制
か
ら
任
意
に
変
え
た
こ

と
で
再
流
行
し
、
昨
年
は
人
の
被
害

も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

女性相談が週2回に

会 場 時 間 ツベルクリン屈5判定•BCG接種

平山地区センター 9 :30-11 :oo 
5月15日（月） 5月17日（水）

生活・保健センター 14:00----15:30 

福（祉日支野援保健セ所ン跡ター） 9 :30......... 11 :oo 
5月16日（火） 5月18日（木）

ひの社会教育センター 14:00~15:30 

生活・保健センター 14:00-15:30 5月22日（月） 5月24日（水）

※平山地区センター、ひの社会教育センターはスリッバをこ持参ください

●定期結核健康診断日程表

午前の部

9 :30-11 :oo 
午後の部

14:00-15:30 

生活・保健センター

新川辺地区センタ一1高幡台団地集会所

平山地区センター 1百草団地集会 所

福祉支援センター（日野保健所跡）

新坂下住宅集会所l蔀営落）1|第1アパート集会所

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
で
活
躍
し
た

個
人
や
団
体
を
顕
彰

後
4
時

▽
会
場
11
市
役
所
1
階
市
民
相
談
室

▽
形
式
11
面
接
（
要
予
約
）

と
電
話

相
談

(
6
5
8
7
.
8
1
7
7
)

▽
申
込
み
先
11
女
性
参
画
推
進
室

相
談
窓
口
、
七
生
支
所
で
配
布
）
を
読

み
、
予
防
接
種
や
副
反
応
に
つ
い
て

理
解
し
た
上
で
、

こ
来
場
を
②
母
子

健
康
手
帳
を
持
参
③
検
温
は
当
日
会

場
で
実
施
④
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮

を
⑤
体
調
の
悪
い
時
は
見
合
わ
せ
、

体
調
の
良
い
時
に
受
け
ま
し
ょ
う

▽
問
合
せ
先
11
健
康
課

(
6
5
8
1
.
4

1
1
1
)
 

生活・保健センター

豊田地区センター 1 ひの社会教育センター

都営大坂上3丁目都営日野平山4丁
アパート集会所目アパート集会所

旭が丘地区センターi日野台地区センター

七生公 会 堂平山住宅集会所

万願荘地区センターI生活・保健センター

■定
期
結
核
健
康
診
断

▽
日
時

・
会
場
11
別
表
の
と
お
り

▽
対
象
11
年
1
回
の
結
核
健
康
診
断

を
受
け
る
機
会
の
な
い

16
歳
以
上

(
4
月

1
B
現
在
）
の
市
民
※
妊
娠

し
て
い
る
、
ま
た
は
し
て

い
る
と
思

わ
れ
る
方
は
除
く

▽
内
容
11
胸
部
X
線
問
接
撮
影
※
精

密
検
査
が
必
要
な
方
に
は
、
後
日
直

接
撮
影
と
か
く
た
ん
検
査
を
実
施

▽
注
意
11
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
を

※
申
し
込
み
不
要
。
直
接
会
場
へ

▽
間
合
せ
先
11
健
康
課

(6581.
4

l
l
1
)
 

■食
生
活
相
談

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
E
l時
1
1
5
月

1
2
8②
•
2
6日
①
午

後
1
時
30
分
S
4
時
（
予
約
制
）

▽
会
場
11
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
内
容
11
個
別
栄
蓑
相
談
（
高
齢
者

の
食
生
活
、
疾
病
別
食
生
活
、
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た
食
事
の
と

り
方
や
栄
蓑
計
算
ほ
か
）

▽
対
象
11
本
人
ま
た
は
、
そ
の
方
の

食
生
活
に
か
か
わ
っ
て
い
る
家
族
の

方
な
ど

烹
中
込
み
先
11
健
康
課

(
6
5
8
1
.
4

l
l
l
)
 

至
八
王
子n 

嘘層
_)井，橋
万願寺パス停、R

伏木医院（内・児科） 工匿整形外科皮膚科（整皮科）
旭が丘6-l 0-7 ft584-2877 南平3-22-l 5 n592-3333 

5
月
の
保
健
所
出
張
相
談
事
業

は
南
多
摩
保
健
所

(6042.371.

7
6
6
1
)
へ
問
い
合
わ
せ
を

日
本
で
は
、

一
番
の
感
染
源
に
な
る

犬
の
予
防
注
射
を
義
務
づ
け
て
い
ま

す
。
飼
い
犬
に
狂
犬
病
予
防
注
射
を

受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

万

一
、
犬
に
か
ま
れ
た
場
合
は
、

流
水
で
よ
く
洗
い
、
医
師
の
診
療
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ
先
11
南
多
摩
獣
医
師
会
事

務
局
（
池
田

6
5
8
3
.
2
9
6
1
)

■ペ
ッ
ト
は
＿
生
世
話
を
し
ま
し
ょ

う
S
無
責
任
な
繁
殖
は
さ
せ
な
い
よ

う
に犬

・
猫
の
繁
殖
の
季
節
で
す
。
猫

は
外
で
放
し
飼
い
さ
れ
る
こ
と
が
多

い
よ
う
で
す
が
、
不
幸
な
野
良
犬
・野

良
猫
を
増
や
さ
な
い
た
め
に
去
勢

・

不
妊
手
術
を
さ
せ
た
り
、

室
内
で
飼

育
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
ペ

ッ
ト
は
一

生
批
話
を
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
去
勢
・
不
妊
手
術
を
受
け

さ
せ
る
場
合
は
、
料
金
や
ア
フ
タ
ー

ケ
ア
な
ど
に
つ
い
て
獣
医
師
と
十
分

協
議
し
て
依
頼
し
ま
し
ょ
う
。

▽
問
合
せ
先
11
環
境
保
全
課

南
多
摩
斎
爆
臨
時
休
業

の
お
知
ら
せ

施
設
保
守
点
検
の
た
め
、
次
の
と

お
り
臨
時
休
業
と
な
り
ま
す
。

▽
日
程
1
1
5
月
15
日
①

※
式
場
は
5
月

1
3
H山
通
夜
か
ら
15

日
①
告
別
式
ま
で
利
用
で
き
ま
せ
ん

▽
間
合
せ
先
11
南
多
摩
斎
場

(6
042

•797.76

41) 

旭が丘IJ¥ __Jノこ—友笞 ¢冒
c 日野医院（胸・内・消科） 落川診療所（内・児科）

日野本町4-3-l ff58 l -0309 落川345ff59 l -521 6 

n.隣便□ ヽ
習
} I l 

川崎街道

●休日準夜診療所
診療日 5月 3日（水） •4日（木） •5日 （金） • 6日（土） •7日（日） • 1 3 日（土） •1 4日（日）

診療時間 79 30~22 30 

診 療科目 内科小児科

日野本町 1-7-2

場 所 生活・保健センター分室

ft584 -1661 

●救急病院5月前期宿日直予定表

病院名

市立総合病院

云(581)2677

花輪病院

云 (582)0061

l I 2 

叫内泌

尿

器

科
＿
外
科

科
＿内

科

●休日歯科応急診療所
診療日 5月 3日（水） • 4日（木） •5 日（金） • 7 日（日） ・ 14日 （日）

診療時間
g oo~ 12 oo、13 00~17 00 

（受け付けは午後 4時まで）

場 所
高幡308-l 福祉支援センター内

（日野保健所跡）合・邸594-2111

（注）診療科目は変更される場合があります。事前に急患テレホン
センター （日野消防署も581-0119)へ問い合わせを

8 I 9 I 10 I 11 I 12 I 13 
（月） （火） （水） （木） （金） （土）

内整眼小外 G祠
児.._,.._,

ロ科
外

科

形

外

科
内

科

科
内

科 科 科 科

R
 

健康で いきいきとしたまちに 一



第990号 5/1 第 990号 5/1

平成12年麿 一般会計歳入歳出予算の内訳

都支出金
38億3,215万円 ， 

(8.6%)〈△2.3%〉

国庫支出金
35億2,965万円
(7.9%)〈7.5%〉

地方消費税交付金
16億400万円
(3.6%)〈△10.8%〉

266億37万円
(59.8%) 
〈△5.4%〉

地方交付税
15億500万円
(3.4%)〈5,275.0%〉

市1責
13億250万円
(2.9%)〈0.1%〉

地方特例交付金
11億3,900万円
(2.6%)〈△21.3%〉

（
＜
 

）
 

％
 

4
 

円
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1̂
 

万5
 

3
<
 

0

)

 

4
%
 

億

j
8

8

 

億

5
の

ー
は
そ
3

(

鴫

一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
総
額

444
億
7
千
300
万
円

148億6,280万円
(33.4%)〈△7.9%〉

）内は構成比
〉内は対前年度比

~心n ヽ~
歳 :̀ ぷ伍 入

利子割交付金 8億6,100万円

諸収入 8億 882万円

繰入金 5億7,494万円

分担金及び負担金 5億1,319万円

自動車取得税交付金 4億 200万円

地方譲与税 31意2,300万円

繰越金 3億円

交通安全対策特別交付金 3, 100万円

財産収入 1,580万円

寄附金 1,000万円

特別地方消費税交付金 60万円

その他
13億6,227万円
(3.1%)〈△7.7%〉

60億4,971万円
(13.6%)〈30.8%〉

58億3,286万円
(13.1%)〈△5.3%〉

56億7,202万円
(12.8%)〈△10.7%〉

総務費
48億6,833万円
(10.9%)〈△2.6%〉

公債費
36億9,535万円
(8.3%)〈△0.6%〉

消防費
21億2,966万円
(4.8%)〈0.2%〉

そ
の
他
の
内
訳

そ
の
他
の
内
訳

歳

平
成
12
年
度
の

一
般
会
計
予
算
は
、

444
億

7
千
300
万
円
と
な
り
、
前
年
度
に

比
べ
、
2
.
5
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

．
歳

入

―

歳
人
の
根
幹
を
な
す
市
税
収
人
は
、

長
引
く
不
況
と
税
制
改
正
に
よ
る
影
響

で
引
き
続
き
減
収
と
な
り
、

全
体
で
は

5
.
4
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
他
の
歳
入
に
つ
い
て
は
、
利
子

割
交
付
金
の
増
及
び
前
年
度
に
引
き
続

き
地
方
交
付
税
を
見
込
み
ま
し
た
。

一歳
出

99
『

歳
出
予
算
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
内

部
努
力
と
し
て
前
年
度
に
引
き
続
き
市

長
は
じ
め
理
事
者
の
年
間
給
料
10
％
カ

ッ
ト
と
期
末
手
当
の
削
減
、
職
員
で
は

定
年
退
職
者
等
の
不
補
充
及
び
期
末
手

当
の
削
減
を
実
施
し
ま
し
た
c

そ
の
他

一

譲会費

諸支出金

商工費

農業費

労1動費

予備費

出
＇ 4億3,881万円

3億5,620万円

2億9,198万円

1億4,312万円
I 

1億 216万円

ふ000万円

●市債の状況
（平成12年3月31日現在）

土地 142万1,202111 

区

総務債

民生債

内
＾衛生債

土木債

訳
公営住宅債

マ消防債

教育債

減税補てん債

臨時税収補てん債

分 ／ 現債額

71意9,255万円

15億1,858万円

7億1,071万円

62億3,305万円

14億1,210万円

5億9,207万円

60億6,622万円

771意4,252万円

10億8,400万円

第一東光寺団地
市営住宅完成予想図i

7
つ
の
特
別
会
計
の
予
符
総
額
は
、

392
館

2
千
970
万
円
と
な
り
、
前
年
度
に

比
べ

m
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
介
護

保
険
制
度
の
実
施
に
よ
り
介
護
保
険
特

別
会
計
を
新
設
し
ま
し
た
が
、
老
人
入

院
共
済
事
業
特
別
会
計
は
一
般
会
計
に

組
み
入
れ
た
た
め
廃
止
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
市
立
総
合
病
院
事
業
会
計

の
増
は
、
新
病
院
建
設
費
に
よ
る
も
の

で
す
。

事
務
事
業
の
見
直
し
を
徹
底
し、

更
に

経
費
の
削
減
に
努
め
ま
し
た
。ま
た
、
今

年
度
は
、
介
設
保
険
特
別
会
計
が
設
囮

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
関
連
事
業
を
移
行

し
た
た
め
民
生
費
が
大
幅
に
減
額
と
な

り
ま
し
た
が
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
削
減
対

策
工
事
や
ご
み
減
最
・
リ
サ
イ
ク
ル
の

た
め
の
ダ
ス
ト
ボ

ッ
ク
ス
廃
止
等
の
実

施
に
よ
り
衛
生
費
は
大
幅
に
増
額
と
な

り
ま
し
た
。

， 特別会計
←匹 ～ぶご

ヽ

内
区分

下水道債

訳
都市下水路債

シ病院債
d編し --— -

合 計

375億8,316万円
ぷ

現債額

359億5,073万円

4億6,576万円

11億6,667万円

／ 

637億3,496万円

●市の財産現況
（平成12年3月31日現在）

市役所、学校、保育園、 児童遊園な

どの敷地

建物 31万7,174m' 

市役所、学校、保育園、図書館など

の建物

甚金 81億243万円

公共施設建設基金 2億1,858万円
職員退職手当甚金 8億2,607万円
財政調整基金 41意9,478万円

ヘ環境緑化基金 8億9,156万円
内市立総合病院建設基金 38億7,431万円

平和事業基金 1億円

訳少子化対策事業基金 1億8,739万円
シ・介護保険円滑導入基金 8億8,922万円

バリアフリー事業推進基金 150万円
土地区画整理事業甚金 5億5,902万円
その他 6,000万円

し
た
。

歳
人
で
は
、
士
地
開
発
基
金
の
廃
止

に
伴
い
繰
入
金
が
9
億
865
万
円
、
国
・

都
支
出
金
が
16
低
6
千
244
万
円
な
ど
の

平慮11年震下半璽の財政状況

性質別 金 額 対前年度比 構成比

人件費
.. 

120億2,447万円 △1.4% 27.0% 

物件費 85億5,038万円 △15% 19.2% 
扶助費 60億7,126万円 △16.9% 13.7% 
補助費等 52億8,723万円 1.4% 11.9% 
繰出金 50億1,094万円 3.9% 11.3% 
公債 費 36億9,535万円 △0.6% 8.3% 

普通建設事業費 281意4,092万円 19.3% 6.4% 
その他 91意9,245万円 △22.3% 2.2% 
-6-. 計 444億7,300万円 △2.5% 100.0% に

平成11年度

％ 口
100 90 BO 70 60 50 40 30 20 10 
| | 1 1 | | 1 | | l 

12 

各会計別予算執行状況 （平成12年3月31日現在）

446億1,325万円〈91.7%〉 般 459億4,778万円 〈94.4%〉
(486億5,233万円）

71億2,796万円〈85.8%〉 (8国3億民1健,0康38保万険円） 78億1,094万円(940%〉

億8,867万円(39.0%) 百己
土地区画整理事業 21億6, 466万円 〈6~.6%〉
(33億120万円）

41億3,106万円〈65.3%)
(63下億水3,道02事8万業円）

44億9,739万円(71.0%)

15億2,744万円〈69.8%〉 (2受1億託8水,9道62事万業円） l遁1,233万円〈73,G%〉

90億82万円 〈90.9%〉 (99老億人210保万健円） 92億393万円〈92.9%〉

咋転gさ 4,809万円〈93.6%〉 老人入院39共万済円事）業 5;23訪円〈10198%〉 9勾;
(5, l 

52億6,657万円〈94.6%〉 市立総合病院事業 49億1,922万円〈883%〉

〈 〉内は執行率
(55憶6,965万円）

〈 〉内は収入率

口 ％
10 10 30 40 50 60 70 BO 90 100 

平
成
11
年
度
下
半
期
（
平
成
11
年
10

月
＼
平
成
12
年
3
月
）
の
一
般
会
計
予

算
は
、
16
億

4
千
444
ガ
円
の
増
額
補
正

を
し
て
、

486
億

5
千
233
万
円
と
な
り
ま

増
額
が
あ
り
ま
し
た
が
、
市
税
が
6
低

1
千
981
万
円
、
交
付
金
関
係
が
9
億
5

千
896
万
円
な
ど
が
減
額
と
な
り
ま
し

こ
。

t
 

歳
出
で
は
、
民
生
費
5
億

3
f
3
1
9
万

円
、
総
務
費
18
億

3
千
郷
万
円
な
ど
を

増
額
し
て
い
ま
す
。
総
務
費
の
う
ち
8

億

8
千
9
2
2
.
h
円
は
、
介
護
保
険
円
滑
導

入
基
金
に
係
る
も
の

で
す
。

特
別
会
計
は
、
1
5
億

5
千
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万
円
の

増
額
補
正
を
し
て
合
計
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億

5
千
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万

円
と
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り
ま
し
た
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一•••• 成平

一般会計性質別予算額の内訳

平成 7年度

平成 8年度
平成 9年度

平成10年度
平成11年度

平成12年度

゜
10 

厳
し
い
財
政
状
況
か
ら
早
期
に
脱
却

し
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
弾
力

的
な
財
政
を
確
立
す
る
た
め
に
、
当
面

の
財
政
再
建
計
両
を
作
成
し
手
初
め
と

し
て
、
平
成
12
年
度
予
算
に
反
映
し
た

も
の
は
次
の
よ
う
な
項
目
で
す
。

■内
部
努
力
に
よ
る
削
減
額

4
億

7
千
400
万
円

〇
職
員
定
数
の
削
減
（
定
年
退
職
者

咎
の
不
補
充
）

〇
給
与
関
係
費
の
削
減
（
期
末
手
当

の
削
減
、

昇
給
延
伸
、
特
別
昇
給

等
の
見
直
し）

■事
務
事
業
の
見
直
し
額

7
億

7
千
900
万
円

〇
施
策
等
の
見
直
し

（
福
祉
給
付
事

業

・
区
画
整
理
事
業

・
委
託
料
等

の
見
疸
し
）

0
補
助
金
・
交
付
金
の
見
直
し

（補

助
金
の
整
理
合
理
化
、
職
貝
互
助

会
交
付
金
等
の
見
直
し
）

そ
の
他
、
財
源
の
確
保
と
し
て
、
国

民
健
康
保
険
税

・
下
水
道
使
用
料

・
幼

稚
園
保
育
料
等
の
見
煎
し
を
行
い
ま
し

た
。市

で
は
、
今
後
も
財
政
再
建
計
画
の

数
値
目
棟
・年
次
目
標
に
従
い
、
職
員
数

の
削
減
や
給
与
制
度
の
見
直
し
な
ど
、

内
部
努
力
を
進
め
ま
す
。
さ
ら
に
事
務

事
業
の
見
直
し
や
業
務
の
民
間
委
託
化

な
ど
、
進
行
管
理
を
積
極
的
に
進
め
て

い
き
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

一殷会計•特別会計予算前年度比較
会計別 今年度当初予算 前年度当初予算 増 減 増減率

一艘会計 444億7,300万円 455億9,800万円 △11億2,500万円 62.5% 
入

→特別会計唸ー 392億2,970万円 338億1,105万円 54億1-,865万円 16.0% 
- ・・・ えとぶ

国民健康保険特別会計 81億2,377万円 78億6,255万円 2億6,122万円 3.3% 

土地区画整理事業特別会計 20億5,711万円 20億 947万円 4,764万円 2.4% 

下水道事業特別会計 56億2,531万円 61億2,572万円 △5億 41万円 △8.2% 

受託水道事業特別会計 21億4,211万円 25億2,508万円 △3億8,297万円 615.2% 

老人保健特別会計 91億4,901万円 94億8,509万円 △3億3,608万円 △3.5% 

老人入院共済事業特別会計 0円 5,219万円 △ふ219万円 皆減

介護保険特別会計 42億4,146万円 0円 42億4,146万円 皆増

市立総合病院事業会計 78億9,093万円 57億5,095万円 21億3可998万円 37.2% 

合 計 837億 270万円 794億 905万円 42億9.365万円 5.4% 

一殴会計予算構成比の推移

20 30 

歳
40

入
50 60 70 80 90 100% 

1 ::： 14,：3,4―=.て- 1

平成 7年度

平成 8年度

平成 9年度

平成10年度
平成11年度

平成12年度
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凡例：一民生費••■土木費 仁7ゴ教育費口ごコ公債費亡二］その他

市民サーピスと市民の負担
（平成12年度一般会計）

白

70 

60 

50 

互円

平成l1年10月1日現在
世帯 6万9,136世帯
人口 16万4,635人

財
政
再
建
へ
の

取
り
組
み

麟
し
い
財
政
状
流
を
畢
り
麟
え

多
く
の
課
題
の
実
硯
ヘ

平
成
12
年
度
予
算
が
、

3
月
の
市
議
会
定
例
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
財
政
状
況
は
更
に
厳

し
く
、
一
般
会
計
の
予
算
額
は
前
年
度
に
比
べ

2
.
5
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
特
別
会
計
は

介
護
保
険
会
計
の
新
設
と
市
立
総
合
病
院
事
業
会
計
の
増
額
等
で
1
6
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

従
っ
て
、
＿
般
•
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
予
算
総
額
で
は
、
前
年
度
に
比
ぺ
て
5
.
4

％
の
増

と
な
り
ま
し
た
。
広
藉
今
号
で
は
、
平
成
12
年
度
予
算
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。
（
財
政
課
）

そ
の
他
国
民
健
康
保
険
、
土
地
区
画

整
理
事
業
の
各
会
計
も
前
年
度
に
比
べ

増
額
予
算
と
な
り
ま
し
た
が
、
下
水
道

事
業
、
受
託
水
逍
事
業
、
老
人
保
健
の

各
会
計
は
減
額
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

平成12年度の主な事業

「 住民情報記録電算化システム経費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.・.~億864万円
国勢調査経費（新規事業） ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・ • 7, 970万円

自 総合計画 (2010年プラン）策定経費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1,335万円
PFI活用調査委託 （新規事業）・・・・・・・・・、．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

治
500万円

行政・地域情報化システム推進計画経費 （新規事業） ………………………………… ••• 500万円L NP  O活動及び市民活動の実態調査委託 （新規事業）• ••… ………………………………400万円
＇暴力調査 （ドメスティック ・バイオレンス） （新規事業）・..…......……...…......…......59万円

「 高齢者誕生月健診事業経費・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ．． ． ．．．．．． ． ．．．．．．．． ．．．．．．． ．．．．．．． ．． ． ．． ． ．．．．．．． •2億5, 902万円

生活支援型高齢者ケア事業費 （新規事業）・ ・・・・ ・・ ・・・..… …·・・・・・·…....…•…......….. . ,億2,180万円
福 少子化対策臨時特例補助金・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・ • 1億13万円

祉 介護保険利用者負担支援交付金 （ 新規事業）...…...…...…..・・・・・・・・・・・・・・・ ・・.. ……•....・4, 119万円
（仮称）豊かな里建設費補助金 （新規事業）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・3,210万円

保
障害者地域自立生活支援センター補助金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・ ・ ・・・・・・・・・ ・・・・ ・ ・ ・・・ ・・・ ・・・・・・ ・・ ・ ・ ・ ・・・ •1,500万円

健 栄町グループリ ビング運営経費 （新規事業）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・•401 万円

L ファミ リーサポートセンター事前調査委託 （新規事業） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・• •… ...・・・・・・・・・・・ •400万円

福祉オンブズマン事業経費 （新規事業）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・20万円

「 ごみ焼却施設ダイオキシン削減対策工事（ 1号炉系）……12億254万円
ダストボ ッ クス廃止事業・ごみ改革推進経費 （新規事業）… …••… •5億1,937万円

躙 容器包装リサイクル法関連事業経費（新規事業）……………5,266万円
I S 014001認証取得経費・・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

境
1,305万円｀

環境マ ップ作成業務委託 （新規事業）•… • ・・・ ・・・ ・ ・・...….......… …500万円

L 日野市地球温暖化対策実行計画策定業務委託 （新規事業） ・・ 9 • • •400万円
環境白書等業務委託 （新規事業）・・…・・・・・・・・・・ ・・・・・・ ••…·· • ・・ ••…… 1 90万円[

「ー 公共下水道の普及促進 （事業費）．．．．． ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・19億7,906万円

ま 土地区画整理事業の推進 （事業費）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ．． ．．．．．．．．．． ． ．．．．． ． ．．．．．．．．．．．．．．． •16億5,083万円

ち 都市計画道路 3• 4 • 14号線橋りょう・街築工事・・・・・・ ・ ・・・・・・・・ ・·..…•.....……• •.... 4億7,871万円
づ 組合施工土地区画整理事業の援助・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ．． ．．．．．．．．．

＜ 
1億5,000万円

り
日野本町4丁目駅周辺地区密集事業 （用地購入・建物等調査委託）•••……………… 5,730万円
百草地区緑地用地購入・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．～．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・ • 5, 000万円

Lー都市計画マスタープラン （その 2)策定調査委託・ ・・・・ ・.... …••… ... .・・ ・・・ ・・・·……·・・・・・・・ 1,600万円

「 七小校舎大規模改造・耐震補強経費 （第3期）•••……… 1 億3,878万円
四小校舎増築経費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1億917万円 •9 ` ・ 

敦
ー小・ニ中校舎耐嚢補強設計委託 （新規事業） …………… •••1, 155万円藷醗-.

スクールカウ ンセラ ー配置経費…..・・・・・・・・・・・・ •…•・・・・・・・・・・・・・・ 1, 045万円菫ゞ氏iミ
青 適応指導教室運営経費（新規事業） ………:·… • ……………… •••981 万円芦旦云一国匿

情報教育アドバイザー派遣委託 （新規事業）……………………750万円L二小校舎耐震診断委託 （新規事業）••…………·…………………609万円
生涯学習推進計画策定調査委託….................................…600万円

「ー 第一東光寺団地市営住宅建替工事・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2億9,856万円

生 活力ある農業経営育成事業補助金 （新規事業）……………………...…………………2,343万円
元気を出せ！商店街事業・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・1,500万円

酒 ヵ‘わせみ商品券補助 （新規事業）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・ • 500万円

L― ひの新選組まつり補助金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・、．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・-225万円

゜ ともに手をとり 夢のあるまちに 支えあい 助けあうまち H野のまち ゜



市役所代表電話
TEL.042-585-1111 第 990号 5/1 

こ
の
欄
は
、
広
報
手
段
を
持
た

な
い
市
民
や
市
内
の
サ
ー
ク
ル

等
の
活
動
を
支
接
す
る
た
め
に

紙
面
を
提
供
し
て
い
る
も
の
で

す
。
市
主
催
の
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
内
容
の
確
認
は

当
事
者
問
で
お
願
い
し
ま
す
。

＊
子
育
て
に
つ
い
て
一
緒
に
話
し
ま

せ
ん
か

▽
日
時
1
1
5
月
6
日
午
前
9
時
30
分

S
正
午
▽
会
場
11
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ

ー
ル
吉
富

（
多
摩
平
5
丁
目
）
▽
内

容
11
楽
し
い
お
し
ゃ
べ
り
、
嬉
し
い

子
育
て
の
仕
方
▽
問
合
せ
先

11
子
育

て
支
援
グ
ル
ー
プ
お
ば

Q

（辻
6
0

4
2
6
.
5
.
6
2
4
7
)
 

6
 

＊
日
野
市
歯
科
医
会
「
ハ
チ
マ
ル
・

ニ
イ
マ
ル
表
彰
者
」
募
集

▽
対
象
11
市
内
在
住
の

80
歳
以
上
で

歯
が
20
本
以
上
あ
り
、

6
月
4
日
に

日
野
市
民
福
祉
ま
つ
り
会
場
（
日
野

中
央
公
園
）
へ
来
ら
れ
る
方
▽
申
込

み
1
1
5
月
27
日
ま
で
に
日
野
市
歯
科

医
会
会
貝
の
歯
科
医
院
へ
▽
問
合
せ

先
11
内
田
歯
科
医
院

(
6
5
8
7
.
6
8

8
0
)
 

＊
バ
ザ
ー
に
物
品
提
供
を

▽
6
月
4
日
の
日
野
市
民
福
祉
ま
つ

り
で
行
う
バ
ザ
ー
に
物
品
（
食
器
類
、

日
用
雑
貨
等
）
の
提
供
を
※
取
り
に

伺
い
ま
す
▽
問
合
せ
先

11
障
害
者
通

所
授
産
施
設
・
日
野
市
虹
の
家

(
6

．
熙

5
8
7
.
2
9
3
7
)

＊
犬
・
ネ
コ
の
不
妊
．
去
勢
相
談

▽
相
談
時
間

11
午
前
9
時
S
午
後
7

時
※
費
用
等
、
詳
細
は
問
い
合
わ
せ

を
▽
問
合
せ
先

11
勁
物
た
ち
の
会

(
6
5
8
3
.
2
9
0
8
)
 

＊
ひ
の
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
か
ら

竺
五
月
晴
れ
の
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
▽

日
程

1
1
5
月
3
日
・

6
日
マ
2
.
3

歳
児
子
ど
も
の
広
場
▽

H
程
1
1
5
月

12
日
S
7
月
14
日
了
子
育
て
支
撲
2

.
3
歳
児
親
子
遊
び
▽
日
程

1
1
5
月

15
日
S
6
月
1
2
8
▼
1
歳
児
親
子
ふ

れ
あ
い
遊
び
▽
8
程
1
1
5
月
11Els

6
月
8
日
▼
社
交
ダ
ン
ス
入
門
教
室

▽
日
程

1
1
5
月
11
日
S

6
月
29
日
▼

ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
「
ロ
マ
ン
派
の

作
曲
家
と
の
出
会
い
」
▽
日
程

1
1
5

月
21
日
了
子
ど
も
絵
画
「
あ
る
て
・

び
っ
こ
り
」
会
員
募
集
烹
初
心
者
の

た
め
の
「
ロ
ッ
ク
ド
ラ
ム
教
室
」
▼

夜
の
英
会
話
教
室
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
イ

ン
グ
リ
ッ
ジ
ュ
」
▼
気
功
．
っ
ぽ
健

康
法
て
足
の
裏
か
ら
の
健
康
法
竺
ア

フ
リ
カ
の
太
鼓
「
パ
ラ
ゴ
」
教
室
▼

中
高
年
エ
ン
ジ
ョ
イ
ハ
イ
ク
て
は
じ

め
て
の
人
の
和
太
鼓
教
室
※
詳
細
は

問
い
合
わ
せ
を

以
上
、
明
記
の
な
い
も
の
▽
会
場

・
間
合
せ
先

11
ひ
の
社
会
教
育
セ
ン

(
6
5
8
2
.
3
1
3
6
)
 

＊
日
野
市
民
憲
法
記
念
行
事

S
加
速

す
る
生
命
操
作
と
「
人
権
」

▽
日
時

1
1
5
月
14
日
午
後
1
時
30
分

S
4
時
30
分
▽
会
場
11
生
活
・
保
健

セ
ン
タ
ー
▽
講
師

11
福
本
英
子
氏

(D
N
A
問
題
研
究
会
）
▽
問
合
せ

先
11
同
実
行
委
員
会
（
笹
本
6586.

7
9
2
9
)
 

＊
劇
団
「
バ
ク
」
の
人
形
劇
「
こ
ぷ

と
り
じ
い
さ
ん
」

▽
H
時
1
1
5
月
17
日
午
後
2
時
30
分

S
4
時
▽
会
場
11
多
摩
平
幼
稚
園
▽

持
ち
物
11
ス
リ
ッ
パ
▽
問
合
せ
先
II

竹
井

(
6
5
8
3
.
2
7
8
5
)

＊
花
だ
い
こ
ん
の
お
は
な
し
会

言
口
時
1
1
5
月
26
日
午
後
3
時
30
分

S
4
時
30
分
▽
会
場
11
も
ぐ
さ
だ
い

児
童
館
▽
内
容
11
読
み
聞
か
せ
、
紙

芝
居
ほ
か
▽
対
象
11
幼
児
、
小
学
生
、

保
設
者
▽
問
合
せ
先

11
水
野

(6592

•9119) 
＊
七
生
養
護
学
校
運
動
会

▽
日
時
1
1
5
月
27
日
午
前
9
時
30
分

S
午
後
2
時
30
分
※
雨
天
の
場
合
、

30
日
▽
会
場
11
七
生
福
祉
園
グ
ラ
ウ

ン
ド
▽
問
合
せ
先

11
同
校

(6591.

1
0
9
5
)
 

＊
子
ど
も
の
本
ま
つ
り

▽
日
時

1
1
5
月
2
7
H
午
後
1
時
S

5

時
▽
会
場
11
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
内
容

11
講
演
「
出
会
い
に
育
て
ら

れ
て
」
、
お
は
な
し
会
、
手
作
り
コ

ー
ナ
ー
ほ
か
▽
講
師
11
宮
川
ひ
ろ
氏

（児
童
文
学
者
）
▽
問
合
せ
先

11
加

膝

(
6
5
9
2
.
2
0
1
9
)

＊
日
野
市
ス
ポ
ー
ツ
ダ
ン
ス
連
盟
創

立
10
周
年
記
念
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

▽
H
時
1
1
5
月
27
日
午
後
5
時
＼
8

時
▽
会
場
11
南
平
体
育
館
▽
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

11
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

…
山
口
繁
雄
・
小
林
弥
寿
枝
組
／
ラ

テ
ン
ア
マ

S
A
級：・
菅
野
幸
則
・
常

盤
直
子
組
▽
費
用

1
1
1
千
500
円
▽
問

合
せ
先

11
阪
田

(
6
5
8
3
.
9
9
8
8
)

＊
実
践
女
子
大
学
室
内
楽
合
奏
団
定

期
演
奏
会

▽
日
時

1
1
5
月
6
日
午
後
6
時
か
ら

▽
会
場

11
パ
ル
テ
ノ
ン
多
摩
小
ホ
ー

ル
▽
曲
名
11
弦
楽
セ
レ
ナ
ー
デ
、
妖

精
の
女
王
ほ
か
▽
問
合
せ
先
11
松
田

(
6
0
7
0
.
5
4
5
8
.
8
4
2
5
)
 

＊
墨
蘭
会
（
水
墨
画
）
展

▽
日
時

1
1
5
月
9
日
ー
14
日
午
前
10

時
S
午
後
6
時
※

14
日
は
午
後
4
時

ま
で
▽
会
場

11
と
よ
だ
巾
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
▽
問
合
せ
先

11
山
口

(6581.

6
3
2
5
)
 

＊
和
紙
ち
ぎ
り
絵
講
習
会

▽
日
時

1
1
5
月
9
日
午
後
1
時
30
分

S
4
時
▽
会
場

11
東
部
会
館
▽
定
員

1120
人
▽
持
ち
物

11
お
し
ぽ
り
▽
問

合
せ
先

11
斉
藤

(
6
0
4
2
6
.
4
4

.
6
2
8
0
午
後
6
時
以
降
）

＊
パ
ン
フ
ラ
ワ
ー
で
作
る
「
い
ち
こ

の
鉢
作
り
」
講
習
会

▽
日
時

1
1
5
月
15
日
・

2
9
8
午
前
10

時
S
正
午
▽
会
場

11
旭
が
丘
南
地
区

セ
ン
タ
ー
▽
費
用
1
1
1
千
500
円
（
材

料
代
）
▽
持
ち
物

11
先
細
ハ
サ
ミ
、

竹
串
、
木
工
ボ
ン
ド
、
お
し
ぽ
り
、

ラ
ッ
プ
、
持
ち
帰
り
の
箱
▽
問
合
せ

先

11
本
木

(
6
5
8
7
.
0
7
5
6
)

＊
日
野
台
高
校
公
開
講
座

▽
コ
ー
ス
・
日
程
・
定
員
11
①
初
級

日
常
英
会
話
…
5
月
27
日、

6
月
3

日
・

10
日
・

2
4
8
、
7
月
1
8
/
40

人
②
源
氏
物
語
を
読
む
…

6
月
3

H
、
7
月
1
H
、
9
月
2
日、

10
月

7
日

・
21
日
／
50
人
※
申
込
多
数
の

場
合
、
抽
選
▽
時
間

11
午
後
2
時
S

5
時
▽
会
場

11
同
校
▽
費
用
11
各
1

千
500
円
※
免
除
あ
り
。
詳
細
は
問
い

合
わ
せ
を
▽
申
込
み

11
①
は
5
月
15

H
ま
で
、

②
は
24
日
ま
で
に
往
復
ハ

ガ
キ
で
。往
信
用
衷
面
に
コ
ー
ス
名
、

住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、
性
別
、

電
話
番
号
、
年
齢
を
記
入
し
、
都
立

日
野
台
高
校
公
開
講
座
係
(
〒

1911

0
0
6
1
大
坂
上
4
の
1
6
の

1
6
5
8
2

•
2
5
1
1
)へ

＊
都
立
八
王
子
東
高
校
公
開
講
座

「
親
子
理
科
教
室
•
生
物
コ
ー
ス
」

▽
日
時
1
1
6
月
18
日
・

25
日
午
前
9

時
＼
正
午
、
7
月
2
日
午
前
10
時
＼

正
午
と
午
後
1
時
S

3
時
▽
会
場
11

同
校
▽
内
容

11
顕
微
鏡
実
習
や
実
験

を
通
じ
て
、
生
物
の
構
造
や
は
た
ら

き
を
調
べ
る
▽
対
象
11
全
日
程
参
加

で
き
る
小
4
ー
小
6
と
そ
の
親
▽
定

員
1120
組
▽
費
用
1
1
1
千
円
▽
中
込

み
1
1
5
月
15
日
（
必
着）

ま
で
に
往

復
ハ
ガ
キ
で
。
往
信
用
裏
面
に
講
座

名
、
住
所
、
親
子
の
氏
名
（
ふ
り
が

な
）
、
親
の
年
齢
・
子
ど
も
の
学
年、

性
別
、
電
話
番
号
を
、
返
信
用
表
面

に
住
所
、
氏
名
を
記
入
し
、
都
立
八

王
子
東
高
校
(
〒
1
9
2
_
8
5
6
8
八

王
子
市
高
倉
町
68
の
1
6
0
4
2
6

.
4
.
6
9
9
6
)

へ

4
 

＊
社
会
福
祉
法
人
に
ん
じ
ん
の
会
ホ

ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
2
級
養
成
講
習

▽
日
程

1
1
6
月
17
日
S

9
月
30
日

（予
定
）
▽
会
場
11
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
立
川
市
）
ほ
か
▽
対
象
11
講

習
修
了
後
、
阿
会
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て

働
い
て
い
た
だ
け
る
方
優
先
▽
定
員

1140
人
（
抽
選
）
▽
費
用
1
1
5
万
500

円
（
受
講
料
・
テ
キ
ス
ト
代
）
マ
甲

込
み

1
1
6
月
5
日
ま
で
に
同
会

(
6

5
2
2
.
1
5
3
7
)

へ

「
マ
マ
さ
ん

＊
女
子
サ
ッ
カ
ー
教
室

教
室
」

▽
日
時

1
1
5
月
13
日
午
後
1
時
か
ら

▽
会
場

11
浅
川
ス
ポ
ー
ツ
広
場
▽
対

象
"
2
5
歳
以
上
の
女
性
※
未
経
験
者

歓
迎
▽
費
用

11200
円
（
保
険
料
込
み
）

▽
問
合
せ
先

11
日
野
市
サ
ッ
カ
ー
連

盟
女
子
部
（
松
田

6
5
8
4
.
1
3
3
8

夜
間
）

＊
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
春
季
個
人
戦

▽
日
時
1
1
5
月
21
日
午
前
9
時
S
午

後
5
時
※
予
備
日

28
日
▽
会
場
11
旭

が
丘
中
央
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
▽
種

H
I
I

一
般
男
子
ー
・

2
部
、
壮
年
、

一
般
女
子
1
.
2
部
▽
費
用

1
1
1
組

1
千
500
円
▽
申
込
み

1
1
5
月
7
日
ま

で
に
平
賀

(
6
5
9
1
.
5
0
5
9
)

へ

＊
日
野
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
・
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
緒
験
者
募
集

▽
市
内
の
各
地
区
で
活
動
中
の
チ
ー

ム
を
紹
介
し
ま
す
※
練
習
日
時
、
会

場
等
は
問
い
合
わ
せ
を
▽
対
象
11
家

庭
婦
人
、
高
齢
者
▽
問
合
せ
先

11
山

ロ
(
6
5
9
1
.
2
8
9
4
)

＊
日
野
新
選
組
同
好
会
講
演
会
「
日

野
市
と
新
選
組
」

▽
日
時

1
1
5
月
7
日
午
前
9
時
30
分

S
1
1
時
▽
会
場
11
東
部
会
館
▽
内
容

タ
ー
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11
新
選
組
関
連
ビ
デ
オ
上
映
と
講
演

▽
講
師
11
古
谷
洋
太
氏
（
元
日
野
市

教
育
委
員
長
）
▽
問
合
せ
先

11
峯
岸

(
6
5
9
2
.
2
2
5
6
)
 

＊
不
登
校
を
考
え
る
親
の
会
10
周
年

記
念
講
演
会
「
不
登
校

S
令
、
こ
ど

も
た
ち
は
」

▽
日
時

1
1
5
月
14
日
午
後
1
時
30
分

か
ら
▽
会
場
11
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー

▽
講
師

11
内
田
良
子
氏
（
子
ど
も
相

談
室
「
モ
モ
の
部
屋
」
主
宰
）
▽
費

用
11500
円
▽
問
合
せ
先

11
原

(6591

•2980) 
＊
日
野
生
涯
硯
役
を
進
め
る
会
講
演

会
「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
・
現
場
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
」

▽
日
時
1
1
5
月
20
日
午
後
1
時
30
分

S
4
時
30
分
▽
会
場
11
生
活
・
保
健

セ
ン
タ
ー
▽
講
師

11
林
幹
高
氏

(
N

P
O
法
人
幅
祉
カ
フ
エ
テ
リ
ア
理
事

長
）
▽
費
用

11500
円
（
資
料
代
）
▽

問
合
せ
先

11
井
後

(
6
5
8
1
.
2
1
3

2
)
 

＊
日
野
の
自
然
を
守
る
会
・
観
察
会

①
「
風
景
を
聴

<
S平
山
・
長
沼
地

区
」
▽
日
時

1
1
5
月
7
日
午
前
9
時

30
分
S
午
後
3
時
※
雨
天
中
止
▽
集

合
11
平
山
城
址
公
園
駅
▽
内
容
11
自

然
の
中
の
音
、
人
工
の
音
に
耳
を
傾

け
る
▽
費
用

11300
円
（
小
中
高
生
は

100
円
）
▽
持
ち
物

11
弁
当
、

筆
記
用

具
、
双
眼
鏡
（
持

っ
て
い
る
人
）
▽

問
合
せ
先
＂

富
士

(
6
0
4
2
.
7
7
2
.
5

3
0
0
)
②
「
新
緑
の
秩
父
路
を
訪

ね
る
」
▽
日
時

1
1
5
月
1
4
H
午
前
7

時
45
分
S
午
後
5
時
20
分
※
雨
天
中

止
▽
集
合

1
1
J
R
八
王
子
駅
八
高
線

ホ
ー
ム
▽
内
容
11
蓑
山
散
策

(
8
キ

ロ

巳

▽
費
用
11300
円
（
小
中
高
生
は

100
円
）
、
交
通
費
2
千
310
円
▽
持
ち

物
11
弁
当
、
水
筒
、

筆
記
用
具
▽
問

合
せ
先
11
内
川

(
6
5
9
2
.
5
2
8
4
)

＊
ワ
ク
ワ
ク
い
き
も
の
探
検
「
東
京

薬
科
大
学
薬
用
植
物
園
と
い
き
も
の

た
ち
」

▽
日
時

1
1
5
月
13
日
午
前
9
時
S
正

午
※
雨
天
中
止
▽
集
合

11
平
山
城
址

公
園
駅
▽
定
員
1130
人
（
先
着
順）

▽
費
用

11
子
ど
も
100
円
、
大
人
300
円

＊
か
わ
せ
み
ハ
ー
モ
ニ
カ
・
ク
ラ
ブ

▽
毎
週
木
曜
日
午
後
1
時
ー
3
時
に

中
央
公
民
館
な
ど
で
▽
内
容

11
独

奏
、
合
奏
※
月
2
回
指
導
あ
り
。
初

心
者
歓
迎
▽
費
用
11
月
3
千
円
▽
問

▽
持
ち
物
11
弁
当
（
任
意
）
▽
申
込

み
1
1
5
月
8
日
（
必
着
）
ま
で
に
往

復
ハ
ガ
キ
で
。
往
信
用
衷
面
に
参
加

者
全
員
の
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
を

記
入
し
、
多
摩
い
き
も
の
友
の
会
・

下
重

(〒

1
9
1
_
0
0
4
1
南
平
2
の

40
の
2
5
6
5
9
1
.
7
5
0
3
)

へ

＊
雑
木
林
の
新
緑
と
野
鳥
の
観
察

▽
H
時
1
1
5
月
14
日
午
前
9
時
S
正

午
※
雨
天
中
止
▽
集
合
11
午
前
9
時

に
平
山
城
址
公
園
駅
ま
た
は

9
時
30

分
に
公
園
入
口
▽
講
師

11
日
本
野
鳥

の
会
会
貝
▽
費
用

11100
円
（
資
料
代

・
保
険
料
）
※
子
ど
も
は
無
料
▽
持

ち
物
11
双
眼
鏡
（
持
っ
て
い
る
人
）

篇
合
せ
先

11
閲
日
本
野
鳥
の
会
・

鳥
と
緑
の
国
際
セ
ン
タ
ー

(6593.

6
8
7
1
)
 

＊
日
野
市
山
岳
連
盟
市
民
ハ
イ
キ
ン

グ▽
日
程
1
1
5
月
20
日
※
小
雨
実
施
。

午
前
8
時
に
高
尾
駅
3
番
線
ホ
ー
ム

中
央
部
集
合
▽
内
容
11
山
梨
県
高
畑

山
・
倉
岳
山
。
約
4
時
間
歩
行
、

一

般
向
け
▽
費
用

1
1
1
家
族
600
円
※
当

日
徴
収
▽
持
ち
物

11
弁
当
、
雨
具
、
軍

手
ほ
か
▽
申
込
み

1
1
5
月
12
日
（
必

着
）
ま
で
に
ハ
ガ
キ
で
。
「
市
民
ハ

ィ
キ
ン
グ
参
加
希
望
」
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
記

入
し
、
日
野
市
体
育
協
会
事
務
局
（
〒

191ー

0
0
4
1
南
平
4
の
23
の
1
6

.
4
7
4
0
)

へ

3
 ，
 

5
 

＊
第
17
回
全
国
一
斉
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ

ー
大
会
．
In
日
野

▽
日
時

1
1
5
月
21
日
午
前
9
時
ー
午

後
3
時
※
多
摩
平
第
7
公
園
に
集
合

▽
内
容
1
1
6
キ
応
い
前
後
の
コ
ー
ス
を

ウ
ォ
ー
ク
▽
定
員
1150
組

(200
人）

※
小
4
以
下
は
保
設
者
同
伴
で
▽
費

用
11
小
学
生
以
上
500
円
▽
持
ち
物
II

弁
当
、
水
筒
、
シ
ー
ト
烹
問
合
せ
先

11
日
野
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
研
究

会
（
小
林
6
5
8
4
.
5
3
7
6
)

合
せ
先

11
窪
田

(
6
5
8
4
.
9
7
4
1
)

＊
新
婦
人
親
子
リ
ズ
ム
「
さ
く
ら
ん

ぽ」▽
毎
週
火
曜
日
午
前
10
時
S
正
午
に

豊
田
地
区
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
▽
内
容

11
リ
ズ
ム
体
操
、
製
作
ほ
か
▽
対
象

1
1
1
歳
以
上
の
親
子
▽
費
用

11
入
会

金
400
円
、
月
1
千
200
円
▽
問
合
せ
先

11
堀
内

(
6
5
8
4
.
6
3
0
5
午
後
6

時
S

9
時）

＊
日
帰
り
温
泉
同
好
会
「
わ
く
わ
く

会」▽
平
日
に
山
梨
方
面
の
温
泉
に
行
き

ま
す
▽
費
用
11
年
2
千
円
▽
問
合
せ

先

11
野
田

(
6
5
9
1
.
5
9
2
5
)

＊
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
「
日
野
あ

す
か
」

▽
毎
週
木
曜
・
土
曜
日
の
午
後
に
多

摩
市
総
合
体
育
館
な
ど
で
▽
費
用

11

月
1
千
500
円
▽
問
合
せ
先

11
中
村

（
空

5
9
3
.
1
2
2
1
夕
方
）

＊
大
正
琴
「
花
が
た
み
」

▽
毎
週
土
曜
日
午
後
1
時
S

4
時
に

生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
▽
費

用
11
入
会
金
2
千
円
、

1
回
1
千
300

円
※
貸
し
琴
あ
り
。
見
学
歓
迎
▽
問

合
せ
先

11
飛
田

(
6
5
8
6
.
7
1
3
2
)

＊
日
野
台
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

▽
毎
週
土
曜
・
日
曜
日
に
三
小
校
庭

な
ど
で
※
時
間
は
問
い
合
わ
せ
を
▽

対
象
11
市
内
在
住
の
小
学
生
▽
費
用

11
月
1
千
円
▽
問
合
せ
先

11
小
池

（
空

5
8
3
.
2
7
1
6
)

＊
社
交
ダ
ン
ス
「
ル
・
レ
ー
ブ
」

▽
毎
週
木
曜
日
午
後
1
時
か
ら
中
央

福
祉
七
ン
タ
ー
な
ど
で
▽
対
象
11
初

心
者
、
初
級
者
▽
費
用
11
入
会
金
1

千
円
、
月
3
千
円
▽
問
合
せ
先

11
岡

田

(
6
5
8
3
.
7
9
8
3
)

＊
精
神
障
害
者
家
族
会
「
日
野
い
す

み
会
」

▽
月
1
回
の
例
会
の
ほ
か
、
福
祉
施

設
見
学
や
親
睦
旅
行
な
ど
を
行
い
ま

す
▽
対
象
11
身
内
に
障
害
者
を
持
つ

家
族
の
方
▽
費
用

11
月
250
円
▽
問
合

せ
先
＂
竹
之
内

(
6
5
8
1
.
8
6
3
2
)

＊
日
野
走
友
会

▽
毎
週
日
曜
日
午
前
6
時
30
分
に
市

民
プ
ー
ル
前
に
集
合
、
浅
川
堤
防
周

回
コ
ー
ス
を
ジ
ョ
ギ
ン
グ
▽
対
象
II

健
康
な
方
▽
費
用

11
年
3
千
円
▽
問

合
せ
先

11
岩
崎

(
6
5
8
1
.
5
5
3
5
)

一 清流は一人ひとりの思いやり
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講
習
9
学
習
会

'
|
 

●
ひ
の
市
民
大
学
総
合
教
養
学
部

第
1
回
講
座
開
講

市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
育
て
て
い

く
「
ひ
の
市
民
大
学
」
が
20
日
に
開

講
し
ま
す
。
ま
ず
、
総
合
教
蓑
学
部

（
前
期
）
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
ま
た
、

他
の
学
部
も
順
次
開
股
予
定
で
す
。

▽
日
時

1
1
5
月
20
日
午
後
2
時
S
4

時
15
分

▽
会
場

11
七
生
公
会
堂

▽
テ
ー
マ
・

講
師
11
「平
成
12
年
度

ひ
の
市
民
大
学
開
校
に
あ
た

っ
て
」

…
日
野
市
長
／

「中
高
年
再
就
職
の

コ
ツ
」
…
平
山
俊
三
氏
（
経
営
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
）

▽
対
象

11
市
内
在
住

・
在
勤

・
在
学

者
300
人
（
先
着
順
）

※
申
し
込
み
不
要
。
市
民
大
学
企
画

運
営
委
員
を
随
時
募
集
中

▽
問
合
せ
先

11
生
涯
学
習
課

●
図
書
館
の
お
は
な
し
会

▽
H
程
・
会
場

1
1
5
月
10
日
…
中
央

図
書
館

(
6
5
8
1
.
7
3
5
4
)
/
5

月
17
日
：
高
幡
図
書
館

(
6
5
9
1
.
7

3
2
2
)
／
5
月
24
日：．
百
草
図
書

館

(
6
5
9
4
.
4
6
4
6
)

．

▽
時
間

・
対
象

11
①
午
後
3
時
…
幼

児
②
午
後
3
時
40
分
…
小
学
生
以
上

※
5
月
3
日
S

5
日
は
祝
日
の
た
め

図
書
館
は
お
休
み
で
す

■市
民
体
育
大
会
「
家
庭
婦
人
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
ダ
ブ
ル
ス
大
会
」

▽
日
時

1
1
5
月
23
日
午
前
9
時
か
ら

▽
会
場
11
南
平
体
育
館

▽
種
目

11
新
人
戦
、

A
.
B
.
C
ラ

ン
ク
、

50
歳
以
上
の
部
※
50
歳
以
上

の
部
は
、

4
ペ
ア
以
下
の
場
合
は
各

ラ
ン
ク
に
組
み
入
れ

▽
対
象
11
市
内
在
住

・
布
勤

・
在
学

者▽
費
用

1
1
1
ペ
ア

1
千
円
※
競
技
当

日
受
付
で
徴
収

ヱ
申
込
み
11
所
定
の
申
込
書

（
ス
ポ

ー
ツ
振
興
課
、
南
平
体
育
館
に
あ
り
）

に
記
入
し
、
5
月
15
日
（
必
着）

ま

で
に
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ヘ

■初
心
者
水
泳
教
室

▽
日
時

1
1
6
月
13
日
S
7
月
11
日
の

毎
週
火
曜
日
午
後
2
時
S
3
時
30
分

▽
会
場
11
富
士
電
機
ぼ
温
水
プ
ー
ル

▽
内
容
1
1
5

〗
ぃ泳
げ
な
い
方
を
対

象。

25
打
泳
げ
る
ま
で
を
目
標

▽
定
員
1
1
4
0
人

▽
費
用

1
1
1
回
200
円
（
初
日
は

300

円）▽
申
込
み

1
1
5
月
15
日
（
必
着
）
ま

で
に
往
復
ハ

ガ
キ
で
。
往
信
用
裏
面

に
教
室
名
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番

号
、
年
齢
、
性
別
を
記
入
し
、

日
野

市
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

(〒

1
9
1
1
8
6
8
6
住
所
不
要
）
へ

■市
民
体
育
大
会
万
ノ
ー
ト
ボ
ー
ル
」

言
口
時

1
1
5
月
28
日
午
前
9
時
か
ら

※
雨
天
の
場
合
、

6
月
3
日

▽
会
場
11
浅
川
ス
ポ
ー
ツ
広
場

▽
競
技
方
法

11
四
角
、
変
則
4
試
合

▽
対
象
11
市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学

者▽
費
用

1
1
1
チ
ー
ム

1
千
円
※
主
将

会
議
で
徴
収

▽
主
将
会
議

1
1
5
月
19
日
午
後
1
時

か
ら
市
役
所
5
階
504
会
議
室
で

▽
申
込
み
11
所
定
の
申
込
書

（
ス
ポ

ー
ツ
振
興
課
、
南
平
体
育
館
に
あ
り
）

に
記
入
し
、
5
月
12
日
（
必
着
）
ま

で
に
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ヘ

■東
部
会
館
プ
ー
ル
水
泳
教
室

▽
日
程

1
1
5
月
19
日
S

6
月
9
日
の

毎
週
金
曜
日

言
l
ス
・
時
間
・
定
員

11
（
水
中

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
…
午
後
0
時
15
分
S

1
時
・

25
人
／
②
初
心
者
水
泳
教
室

…
①
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ス

(60
歳
以
上
）

午
後
2
時
S

3
時

・
15
人
②
一

般
ク

ラ
ス

(60
歳
未
満
）
午
後
3
時
S

4

時
・

15
人
／
③
初
級
S
中
級
水
泳
教

室

（
ク
ロ
ー
ル
、

平
泳
ぎ
）
…
午
後

6
時
S
7
時
・

15
人
※
息
継
ぎ
を
し

て
25
訂
泳
げ
る
方

▽
対
象
11
全
日
程
参
加
で
き
る
成
人

▽
費
用

1
1
1
千
200
円
（
プ
ー
ル
使
用

料
4
回
分
）

▽
申
込
み
1
1
5
月
11
日
（
必
着）

ま

で
に
往
復
ハ

ガ
キ
で
。
往
信
用
裏
面

に
希
望
コ
ー
ス
（
②
③
希
望
の
方
は

泳
力
も
）
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
、
年
齢
を
記
入
し、

東
部
会
館
プ

ー
ル
水
泳
教
室
係
(
〒
1911
0
0
2

■バ
ラ
エ
テ
ィ
サ
ロ
ン

5
月
例
会

公
民
館
寄
席
「
三
遊
亭
栄
馬
独
演
会
」

落
語
は
長
い
年
月
磨
き
ぬ
か
れ
た

話
芸
で
、
日
本
が
世
界
に
誇
る
伝
統

芸
能
で
す
。
午
後
の
ひ
と
と
き
古
典

落
語
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時

1
1
5
月
27
日
午
後
3
時
S

5

寺

＂ 
▽
会
場
11
中
央
福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
出
演

11
三
遊
亭
栄
馬

▽
定
員
11100
人
（
入
場
無
料
）

▽
申
込
み
先

11
中
央
公
民
館

(6581

•7580) 
■公
民
館
映
画
会
「
冒
険
者
た
ち
」

凱
旋
門
飛
行
、
レ
ー
シ
ン
グ
カ
ー

づ
く
り
、
彫
刻
…
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
に

挫
折
し
た
男
女
三
人
は
、
ア
フ
リ
カ

の
海
底
に
眠
る
財
宝
を
探
す
冒
険
に

旅
立
つ
が
、
財
宝
を
狙
う

一
味
に
襲

撃
さ
れ
る
…

■テニスコート6月利用分抽選会

施設名
i9,  

抽選会区分
” 

団体（平日）
5月13日午前9時から二中クラ

多摩平第 1公園 ブハウス内の受付事務所で

旭が丘中央公園 個人（土曜・日

曜日・祝日） 5月1日午後7時30分か

実践女子短大
団体（日曜日・ ら南平体育館で

祝日）

凶抽選除外日＝多摩平第 1 公園•••6 月 4 日（日）・ l l日（日）

4
万
願
寺
土
地
区
画
整
理
地
内
139
6

5
8
3
.
5
2
6
6
)

へ

■七
生
中
・
＿
一
＿
沢
中
地
区

「
青
少
年
育
成
会
総
会
」

日
野
市
地
区
育
成
会
は、

市
内
各

中
学
校
区
に
一
っ
ず
つ
組
織
さ
れ
、

地
域
社
会
に
お
け
る
青
少
年
の
健
全

育
成
を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
を
ふ
り
か
え
り
、
今
年
度
の

活
動
方
針
な
ど
を
定
め
る
総
会
を
開

催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

マ
土
生
中
地
区

▽
日
時

1
1
5
月
15
日
午
後
7
時
か
ら

▽
会
場
11
七
生
中
食
堂

▽
問
合
せ
先
11
若
松

(6
5
9
1
.
2
0

5
6
)
 

▼
三
沢
中
地
区

．

▽
8
時
1
1
5
月
6
日
午
後
2
時
か
ら

▽
会
場
11
三
沢
中
食
堂

▽
問
合
せ
先

11
田
積

(6
5
9
1
.
1
5

2
6
)
 

※
そ
の
他
の
地
区
の
総
会
は
終
了
し

x
△

0
如
劃
〇
△

▽
日
時

1
1
5
月
20
日
午
前
10
時
か
ら

と
午
後
2
時
か
ら
の

2
回
上
映

▽
会
場
11
中
央
公
民
館

▽
監
督
11
ロ
ベ
ー
ル
・
ア
ン
リ
コ

▽
出
演

11
ア
ラ
ン
・
ド
ロ
ン
、
リ
ノ

・
ヴ
ァ
ン
チ
ュ
ラ
ほ
か

▽
定
員
11
各
回
60
人
※
事
前
申
し
込

み
制
で
1
歳

S
未
就
学
児
8
人
の
保

育
あ
り

▽
申
込
み
先

11
中
央
公
民
館

(6581

•7580) 
■自
分
た
ち
の
ま
ち
に
自
前
の
文
化

を
育
て
よ
う

S
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
参
加
者
・
ス
タ
ッ
フ
を
募
集

4
回
目
を
迎
え
る
こ
の
備
し
は
、

多
摩
地
域
に
在
住
す
る
ア
ー
チ
ス
ト

と
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
力
を
合
わ

せ
る
、
手
作
り
の
芸
術
祭
で
す
。

内
容
は
演
劇
、

音
楽
、
映
像
、
絵

画
や
彫
刻
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど

様
々
。
今
年
は
8
月
19
日・

20
日
に
市

民
の
森
を
舞
台
に
開
催
を
予
定
し
て

い
ま
す
の
で
、
出
演
者
や
出
品
者
、
運

営
ス
タ

ッ
フ
、
協
賛
団
体
な
ど
皆
さ

ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
問
合
せ
先
11
ひ
の
ア
ー
ト
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
（
中
央
公
民

館
内
6
5
8
1
.
7
5
8
0
)

ま
し
た
。
詳
細
は
生
活
課

(6581.

4
1
1
2
)

へ
問
い
合
わ
せ
を

■二
中
地
区
青
少
年
育
成
会

「
三
世
代
の
つ
ど
い
」

地
域
の
み
ん
な
で
集
ま
っ
て
、
大

人
も
子
ど
も
も

一
緒
に
楽
し
い

一
日

を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

▽
日
時

1
1
5
月
13
日
午
前
10
時
S
午

後
3
時
※
雨
天
実
施

▽
会
場

11
-
―
中
体
育
館
・
校
庭

▽
内
容
11
け
ん
玉
、

一
輪
車
、
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
、
わ
ら
じ
作
り
、
お
手
玉
、

焼
き
そ
ば
、
綿
あ
め
の
模
擬
店
ほ
か

▽
問
合
せ
先

11
永
原

(
6
5
8
3
.
1
4

9
4
)
 

●
市
民
交
流
バ
ス
ツ
ア
ー

新
緑
が
芽
吹
く
上
高
地
へ
の
ハ
イ

キ
ン
グ
や
、

高
山
の
朝
市
と
町
並
み

散
策
な
ど
、

盛
り
沢
山
の
バ
ス
ツ

ア

ー
で
す
。

▽
日
程

1
1
5
月
3
1
H
¥
6
月
2
日
※

乗
鞍
高
原
日
野
山
荘
に
2
泊

▽
コ
ー
ス
11
上
高
地
、

高
山
市
内
、

乗
鞍
高
原
、
大
王
わ
さ
び
農
場
ほ
か

▽
集
合

11
午
前
7
時
50
分
（
時
間
厳

守）

に
生
活

・
保
健
セ
ン
タ
ー
前
※

解
散
は
午
後
5
時
ご
ろ
同
所
で

▽
対
象
11
市
民
40
人
※
宿
泊
は
男
女

別
の
相
部
屋

▽
費
用

1
1
2
万
9
千
円

▽
申
込
み

1
1
5
月
10
日
（
必
着
）
ま

で
に
往
復
ハ

ガ
キ
で
。
往
信
用
裏
面

に
参
加
者
全
員
の
住
所
、
氏
名
（
フ

リ
ガ
ナ
）
、

電
話
番
号
、
性
別
を
、

返
信
用
表
面
に
代
表
者
の
住
所
、
氏

名
を
記
人
し
、

国
日
野
市
企
業
公
社

(〒

1
9
1
1
0
0
1
1
日
野
本
町
2
の

4
の
7
6
5
8
7
.
6
3
2
1
)

へ
※
申

込
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
結
果
は
5

月
1
8
日
に
発
送
予
定

▽
時
間

11
午
後
1
時
S
3
時
※

11
日

の
「廃
食
袖
か
ら
の
石
け
ん
づ
く
り
」

は
午
後
1
時
S
2
時

▽
会
場
11
生
活
の
広
場

健
セ
ン
タ
ー
前
庭
）

（
生
活
・
保

《移
動
児
童
館
車
記
念
事
業
》

▽
日
時

1120
日
午
後
2
時
30
分
S

3

時
30
分
▽
会
場
11
市
民
プ

ラ
ザ
※
雨

天
の
場
合
は
市
役
所
2
階
201
会
議
室

図
｀

:
ml1翠
!
3
4
6

＊
あ
さ
ひ
っ
子
ま
つ
り
▽
日
時

1114

日
午
前
9
時
30
分
S
正
午
＊
ち
び
っ

こ
お
い
で
よ
▽
日
時

1110
日
・

23
日

午
前
10
時
S
11
時
▽
対
象
11
乳
幼
児

と
保
護
者

E
g5-
＂5

8
8
 

＊
し
ん
め
い
児
童
館
こ
ど
も
ま
つ
り

▽
日
時

1114
日
午
前
9
時
30
分
＼
午

後
0
時
30
分
＊
ち
び
っ
こ
の
日
▽
日

時
1
1
1
7
日

・
31
日
午
前
10
時
30
分
S

正
午
▽
対
象
11
乳
幼
児
と
保
設
者

悶疇
5
晴
6
8
1
1

＊
ひ
ら
や
ま
児
童
館
こ
ど
も
ま
つ
り

▽
日
時

1114
日
午
前
9
時
30
分
S
午

後
3
時
＊
ち
び
っ
こ
の
W
A
▽
日
時

1
1
9
日

・
26
日
午
前
10
時
⑩
分

lSlll

時
30
分
※
26
日
は
新
川
辺
地
区
セ
ン

タ
ー
で
▽
対
象
11
乳
幼
児
と
保
設
者

ロ

児童館

'
口
釘“悦

6
岡
い

7
0
0
1

＊
も
ぐ
さ
こ
ど
も
ま
つ
り
▽
日
時
11

14
日
午
前
10
時
30
分
S
午
後
1
時
30

分
※
幼
児
は
保
護
者
と
＊
幼
児
の
広

場
▽
日
時
1
1
1
8
日
・

25
日
午
前
10
時

30
分
S
1
1
時
30
分
▽
対
象
11
乳
幼
児

と
保
護
者

あ
さ
わ
児
童
館

鵞渭

嘉
6
即
・3
4
5
6

J
ぉ序＇

，

-
1

1

,

L
泣
E
ゎ
p

••. 

＊
み
さ
わ
児
菫
館
こ
ど
も
ま
つ
り

▽

日
時

1114
日
午
前
10
時
S
午
後
3
時

＊
映
画
会
「
ち
び
ま
る
子
ち
ゃ
ん
」

ほ
か
▽
日
時
1110
H
午
後
3
時
S
4

時
▽
会
場
11
じ
ゅ
ん
と
く
学
童
ク
ラ

ブ

ひ
の
珊
童
謡
."ぶ

譲
'

尋
ご
こ
烹
叩
．
7
6
7
5

,＇――――
L
'
i
―ー：比町
J
,＇L
,
1
,
!
g
,
'

＊
こ
ど
も
ま
つ
り

▽
日
時

1114
日
午

前
10
時
S
午
後
2
時
30
分
※
手
さ
げ

袋
持
参
＊
映
画
会
「
忍
た
ま
乱
太
郎
」

ほ
か

▽
日
時

1123
日
午
後
3
時
30
分

S
4
時
30
分
▽
会
場
11

一
小
学
童
ク

ラ
ブ
＊
青
空
ち
び
っ
こ
ひ
ろ
ば
▽
日

時
1124
日
午
前
10
時
S
1
1
時
▽
会
場

11
市
民
の
森
ス
ポ
ー
ツ
公
園
※
集
合

は
陸
上
競
技
場
管
理
棟
前
、
雨
天
の

場
合
は
ひ
の
児
童
館
▽
対
象
11
乳
幼

児
と
保
護
者

日
野
市
の
海
の
家
事
業
を

休
止
し
ま
す

沼
津
観
光
協
会

・
両
津
市
観
光
協

会
と
提
携
し
、
宿
泊
費
の
割
り
引
き

を
実
施
し
て
き
ま
し
た
日
野
市
海
の

家
事
業
を
、
利
用
者
の
減
少
等
に
よ

り
、
今
年
9
月
末
で
休
止
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
ご
理
解
を
お
願
い

し
ま
す
。
な
お
、
9
月
末
宿
泊
分
ま

で
は
、
予
算
の
範
囲
内
で
助
成
が
で

き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
間
合
せ
先
11
生
活
課

x
o
o
x
o
x
x
x
△

o
o
x
 

児
童
館
で
は
、
こ
の
ほ
ど
移
動
児

童
館
車

「
ド
リ
ー
ム
号
」
を
導
入
し

ま
し
た
。

こ
の
ド
リ
ー
ム

号
の
活
用
に
よ

り
、
児
童
館
か
ら
遠
く
、
利
用
し
に

く
い
地
域
に
も
よ
り
多
く
出
向
く
こ

と
が
可
能
と
な
り
、
今
後
は
子
育
て

▽
日
程
・
内
容

・
担
当
団
体
11
別

表

支

援

事
業
や
小
中
学
生
に
対
す
る
各

の

と

お

り

種

事
業
の
充
実
を
目
指
し
ま
す
。

烈
a
ヘ

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

刃

こ

ー
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
2
0
2
1
2
2
2
3
2
4
2
5
2
6
2
7
2
8
2
9
3
0
3
1
り
し
[
厨
士
摩

＿

x
x
x
x
o
o□
0〗x
o
xx
x
x
x
x
o
x
x
x
x
：
□
幻
幻

二
誓

移
動
児
童
館
車

「
ド
リ
ー
ム
号
」

出
発

＾
皿
＿5
月
の

児
童
館

石けんキャンペーン
（石けん製品の販売）

日野市消費者運動連絡会
ff581-4112（生活課内）

廃食油からの石けんづくり
（参加者に、廃食油石けんをプレゼント）

日野第一生活学校
ff581-0265 

なお来年は5月9日（水）の予定で

資源回収

（びん、缶、新聞紙、雑誌、
古布、段ポール、牛乳パック、
ペットボトル）

市民自治学園 OB会
ff581-3045 

゜ ともに手をとり うるおいのあるまちに 一一

~----
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第24回万願寺地区公売保留地位置

）
日

財
9

9

 

万
願
寺
・
高
幡
・
豊
田
南
地
区

一
地
区
画
整
理
事
業
地
内
の
保
留
地

l
予！
・

1

-

抽
選
に
よ
り
公
売
し
ま
す
。
申
込

●は、

5
月
21
日
①
ま
で
市
役
所
3

画
整
理
第
1
課
で
配
布
し
て
い
ま

（
土
曜•
H

曜
H
‘

祝
日
も
配
布
し

ま
す
）
。

▽
申
込
資
格
11
代
金
の
支
払
い
能
力
が

あ
る
個
人
及
び
事
業
を
営
む
法
人
（
不

動
産
業
者
を
除
く
）

▽
申
込
み

1
1
5
月
1
2
8②
S
2
1
8①
午

前
9
時
S
午
後
4
時
に
区
画
整
理
第
1

課
へ
（
土
曜
・
日
曜
日
も
受
け
付
け
ま

す）▽
抽
選
日
時
・
会
場
1
1
5
月
24
日
中
午

前
10
時
か
ら
市
役
所
1
階

101
会
議
室

▽
注
意

11
①
申
し
込
み
は
個
人
、
法
人

と
も
1
人
1
区
画
1
通
ま
で
②
同

一
世

帯
を
構
成
し
て
い
る
方
は
1
人
と
判
定

（
今
年
5
月
1
日
以
降
の
世
帯
分
離

,
t
,
 

、し
ゅ
．

ヽ

は
、
分
離
前
の
世
帯
と
同
世
帯
と
し

ま
す
）

③
法
人
の
申
し
込
み
は
表
の
備

考
欄
に
女
印
が
あ
る
保
留
地
の
み

※
抽
選
の
翌
日
以
降
、
申
し
込
み
の
な

か
っ
た
区
画
と
契
約
辞
退
等
の
あ

っ
た

区
画
は
随
時
契
約
で
き
ま
す
。
ま
た
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
詳
し
い
情
報
を
公

開
し
て
い
ま
す

▽
ア
ド
レ
ス

11http:
/＼
w
w
w
.h
i
n
o

catv.ne.jp＼
ー

h
i
n
oー

K
¥

▽
問
合
せ
先
11
区
画
整
理
第
1
課

＂
れ
闊
駅
北
地
区

恨
留
地
公
士
[
J

百
草
園
駅
北
土
地
区
画
整
理
事
業

（組
合
施
行
）

区
域
内
の
保
留
地
を
、

抽選により公売します。

▽申込案内の配布115月7日（ま

で同区画整理組合事務所で

▽問合せ先11百草園駅北区画整理

組合事務所(6593.3905)

面積・価格など（万願寺地区）
（注） 備考欄 ・：•は自己居住用住宅用地、 ＊は事業用地として制限します

番号 面積(mり 単価（円／m2) 価格（円） 備考（用途地域） 令
'｀ピ

l l 353 299,000 105,547,000 女準住居

,2 200 242,000 48,400,000 第 1種低層

3 127 237,000 30,099,000 ※第 1種低層

4 169 203,000 34,307,000 第 1種低層

5 141 237,000 33,417,000 ※第 1種低層

6 157 242,000 37,994,000 ※第 1種低層

7 144 234,000 33,696,000 ※第 1種低層

8 159 214,000 34,026,000 ※第 1種低層， 191 200,000 38,200,000 第 1種低層

10 192 242,000 46,464,000 第 1種低層

11 150 242,000 36,300,000 ※第 1種低層

12 146 242,000 35,332,000 ※第 1種低層

13 144 242,000 34,848,000 ※第 1種低層

14 168 268,000 45,024,000 ※第 1種低層

15 160 203,000 32,480,000 ※第 1種低層

16 324 199,000 64,476,000 第 1種低層

¥17 180 220,000 39,600,000 第 1種低層

18 120 248,000 29,760,000 ※第 2種中高層

19. 188 189,000 35,532,000 第 1種低層

20 122 240,000 29,280,000 ※第 2種中高層

21 134 230,000 30,820,000 ※第 1種低層

22 124 233,000 28,892,000 ※第 1種低層

怨 178 199,000 35,422,000 第 1種低層

24 178 199,000 35,422,000 第 1種低層

日

キ
ャ
ッ
チ
ポ
ー
ル
一
お
答
え
し
ま
す
一

巴
悶
の
声

市
役
所
の
市
民
相
談
窓
口
に
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
市
政
全
般
に
わ

た
る
ご
意
見
・
ご
要
望
等
が
た
く
さ

ん
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
こ
の

紙
面
で
そ
う
い

っ
た
皆
さ
ん
の
声

や
、
よ
く
お
尋
ね
の
あ
る
こ
と
な
ど

を
紹
介
し
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
理

解
を
お
願
い
し
て
い
き
ま
す
。

10
月
か
ら
ダ
ス
ト
ボ
ッ
ク
ス
収
集

か
ら
指
定
袋
に
よ
る
戸
別
収
集
に
切

り
替
わ
る
こ
と
で
、
私
た
ち
の
関
心

も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
リ
サ
イ
ク
ル

に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

が
、
ご
み
の
分
別
に
つ
い
て
も

っ
と

詳
し
く
、
例
を
挙
げ
て
知
ら
せ
て
く

だ
さ
い
。

今
年
3
月
の
市
議
会
で
条
例
が
改

正
さ
れ
、
ダ
ス
ト
ボ
ッ
ク
ス
を
廃
止

し
、
指
定
袋
購
入
に
よ
る
原
則
戸
別

収
集
に
切
り
替
わ
る
こ
と
が
正
式
に

決
定
し
ま
し
た
。
関
心
を
お
持
ち
の

皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
先
に
お
配
り
し

た
カ
レ
ン
ダ
ー
は
基
本
的
な
こ
と
の

み
の
内
容
だ
っ
た
の
で
、
不
十
分
と

思
わ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

10
月
の
ご
み
改
革
に
向
け
て
、

8

月
ま
で
に

一
新
さ
れ
た
ご
み
・
リ
サ

イ
ク
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
を
配
布
し
ま
す
。

地
区
ご
と
に
今
日
は
何
を
出
す
の
か
、

皆
さ
ん
が
迷
い
が
ち
な
資
源
物
の
分

別
方
法
な
ど
を
で
き
る
だ
け
詳
し
く

掲
載
す
る
予
定
で
す
。
完
成
ま
で
ま

だ
時
間
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
迷

っ

た
時
に
は
気
軽
に
リ
サ
イ
ク
ル
推
進

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
）

5
月
4
日
困
．

5
日
⑤
・

12
日
⑤
．

13
日
出
の
こ
み
収
集
は
休
み
で
す

※

3
日
⑧
は
収
集
し
ま
す

（
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
）

第 5回豊田南地区公売保留地位置

神社

面積・価格など（豊田南地区）
（注） 備考梱 •K は自己居住用住宅用地、＊は事業用地として制限します

番号 面積(mり 単価（円／mり 価格（円） ~ 備考（用途地域）

① 611 264,000 161,304,000 ＊準住居

2 200 260,000 52,000,000 準住居

3 200 260,000 52,000,000 準住居

4 200 260,000 52,000,000 準住居

5 200 260,000 52,000,000 準住居

6 200 260,000 52,000,000 準住居

7 200 260,000 52,000,000 準住居

8 218 269,000 58,642,000 準住居， 155 241,000 37,355,000 ※第 1種低層

10 120 253,000 30,360,000 ※第 1種低層

11 185 241,000 44,585,000 第 1種低層

12 220 196,000 43,120,000 第 1種低層

第 4回高幡地区公売保留地位置

2

3

 

i ＿ 
面積(mり

~ ~ ~ ~ 

92 

198 

265 

376,000 

274,000 

246,000 

34,592,000 

54,252,000 

65,190,000 

商業

第 1種住居

第1種低層
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榮衷都日野市神翁‘

12100 古紙配合率100%
白色度70％の
再生紙を伎用しています。

註
お問い合わせは

高離福祉課ヘ
市役所代表電話
TEL.042-585-1111 

安心とゆとりある憔扇•福祉昴巾
日野市保健福祉計画の見直し

．
 

B野をめざして
介護保険事業計画の策定

介
護
保
険
制
麿
が
4
月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
市
で
は
、
平
成
10

年

11
月
か
ら
、
市
民
代
表
5
人
を
含
む
20
人
で
構
成
さ
れ
る
「
日

野
市
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
作
成
委
員
会
」
で
、

日
野
市
保
健
福
祉
計
画
の
見
直
し
と
、
日
野
市
介
護
保
険
事
業
計

画
の
策
定
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
今
号
で
は
、
両
計
画
の
概
要
に

つ

い

て

お

知

ら

せ

し

ま

す

。

（

高

齢

福

祉

課

）

日
野
市
偉
健

福
祉
計
画

1

計
画
策
定
の
趣
旨

市
で
は
、
平
成
6
年
3
月
に
策
定
さ

れ
た
保
健
福
祉
計
画
の
内
容
を
見
直

し、

平
成
12
年
度
ー
16
年
度
の

5
年
を

計
画
期
間
と
す
る
新
た
な
保
健
福
祉
計

画
を
策
定
し
ま
し
た
。

本
計
画
は
、
市
に
お
い
て

21
世
紀
初

頭
に
お
け
る
豊
か
な
福
祉
社
会
を
実
現

す
る
た
め
、
市
を
取
り
巻
く
家
庭
環
境
、

社
会
環
境
及
び
保
健
福
祉
施
策
基
盤
の

変
化
を
踏
ま
え
、
今
後
の
保
健
福
祉
施

策
の
推
進
に
あ
た

っ
て
の
理
念
を
明
ら

か
に
し
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
施
策

を
推
進
す
る
た
め
に
策
定
さ
れ
た
も
の

で
す
。

2

計
画
の
性
格

本
計
画
は
、
次
の
よ
う
な
性
格
を
有

し
て
い
ま
す
。
ま
ず
、

行
政
を
含
む
地

域
社
会
全
体
が
一
体
と
な
っ
て
福
祉
社

会
の
進
展
に
取
り
組
む
た
め
の
指
針
と

な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
次
に
、
関
連

す
る
他
計
画
と
の
整
合
性
を
有
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
。
市
が
匝
接
実
施
す
る

事
業
の
ほ
か
、
市
に
重
要
な
か
か
わ
り

を
持
つ
国

・
都
及
び
民
間
等
に
よ
り
実

施
さ
れ
る
事
業
に
つ
い
て
も
定
め
る
も

の
で
あ
る
こ
と
。
最
後
に
、
第
2
次
行

財
政
改
革
の
趣
旨
を
踏
ま
え
た
も
の
で

あ
る
こ
と
で
す
。

3

計
画
の
構
成

本
計
画
は
、

4
部
か
ら
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。第
1
部
「
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
現
況
と
課
題
」
は
、
民
間
の
福
祉
活
動

を
含
め
、
市
の
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

取
り
巻
く
現
状
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、

部
門
別
に
保
健
福
祉
行
政

の
主
要
課
題
を
明
ら
か
に

し
、
第
2
部
「安
心
と
ゆ
と

り
あ
る
健
康
•
福
祉
都
市

H
野
を
め
ざ
し
て
」
は

21
世
紀
初
頭
に
お
け
る
健

康
•
福
祉
都
市
像
を
明
ら

か
に
し
、
こ
れ
か
ら
の
日

野
市
の
め
ざ
す
べ
き
基
本

理
念
と
サ
ー
ビ
ス
像
、

基

本
目
標
を
示
し
て
い
ま
す
。

第
3
部
「
安
心
と
ゆ
と
り

あ
る
健
康
•
福
祉
都
市
日

野
を
築
く
た
め
に
」
は
、
地

域
福
祉
、
健
康
づ
く
り
、
高

齢
者
、
障
害
者
、
子
ど
も
と

家
庭
の
5
分
野
に
わ
た
り
、

施
策
の
方
向
と
主
要
事
業

を
明
示
し
て
い
ま
す
。
第

4
部

「計
画
の
推
進
に
向

け
て
」
は
、
行
政
の
果
た

す
べ
き
役
割
、
計
画
の
推

進
体
制
及
び
市
民
に
期
待

す
る
役
割
を
明
示
し
て
い

ま
す
。
〈
2
面
に
つ
づ
く
〉

安心とゆとりある健康•福祉都市
基本理念

ノーマライゼーション※1のまちつくり
多様な市民一人ひとりの人間性が尊重され、共に生きる社会の実現をめざすための瞑境の整備を促進します

自立の支握
「人生8~時代」のライフステージ※2を通じて、各人が自己の意思に基づき、その意欲と能力に応じて
主体的に社会参加し、自己を実現し、生涯を有意義に過こすことのできる社会の実現をめざします

蜻域の重構
人々かふれあい、活動を繰り広げる場である地域での生活が重視され、だれもが地域社会の
一員として、できる限り地域で生活し続けられるよう、地域を重視した施策を推進します

市属参●1こよる襴櫨の撞遭
市民の理解と参画、行政と民間団体などとの連携と協働のもと、市民の福祉サービ
ス活動への参画など、さまざまな場面での市民参画を促進します

男女共同参■社会の実硯＿
男女が互いに尊重しあい、共1;:支え合うという男女共同参画社会の形成に向けて、男
女が平等な役割分担のもとに、協働して家事や子育て・介護への参画を促進します

基本目標

嬉域でふれあい、支え合う

あたたかみのあるまちつくり
市民の参画を得ながら、身近な地域において総合的なサ
ービスを提供できるよう、おおむね2万人程度の広がり
を持つ地域ことに、地域ケアシステムを確立するととも
に、地域の人々が中心となって、援助を必要とする人の
生活を見守り、支援する仕組みづくりを進め、みんなで
支え合う福祉コミュニティの形成をめざします

冨鬱看が賓心して
いきいき●らせるまちつくり

一人ひとりの高齢者が豊かで生きがいのある自立した
毎日を過こすことができるよう、在宅福祉サービスの充
実や施設の整備、マンパワーの確保等、総合的に施策を
推進します。また、同時に健康で自立した生活を営む多
くの高齢者に対しても、社会参画や世代間の交流の機会
の拡充を通じて、うるおいとふれあいに満ちた市民生活
の確保に努め、高齢者が住みなれた地域で自立した生活
を営むことのできる社会の実現をめざします

日野をめさして（健康•福祉都市像）
サービス像

必要とするだれもがサービスを利用できる

必璽なときにサービスを利用できる

身近なところでサービスを利用できる

必璽とするサービスを利用できる

自らがサービスを選択できる

:8: 1ノーマライゼーション
障害等を持つ人も、持たない人も社会の一員として互
いに尊重し、支え合いながら、地域の中でともに生活
する社会こそが当たり前の社会であるという考え方

→• 2 ライフステージ
人間が生まれてから死ぬまでに経験する各段階

鱚塵で生きがいを

感じるまちつくり
市民一人ひとりの健康づくりを行いやすい環境、条件を
整えることや、地域全体で健康づくりを支援していける
社会づくりを進め、市民一人ひとりが健康づくりに主体
的に取り組むとともに、心身ともに豊かにいきいきと生
活できる社会の実現をめざします

障書奮が共に生き、

しあわせを襲じるまちつくり
ノーマライゼーションの精神を基調として、まちづくり
のあらゆる分野において、障害者の生活の利便と社会参
画を前提とした施策を推進します。また、障害者や家族
介護者への支援については、障害者一人ひとりの状況や
ニーズに応じた施策やサービスを総合的に推進し、障害
者を含め、すべての市民がともに生きる住みよい社会の
実現をめざします

（表 l)

親と子の
巽顧あふれるまちつくり

子どもを持ちたい人が安心して子どもを産み、育ててい
けるよう、家庭、学校、地域、職場などにおいて、それ
ぞれの養育機能の充実を図るとともに、子ども自身の成
長や子育て家庭を地域、企業、行政などが一体となって
支援していける社会の実現をめざします。また、子育て
と仕事が両立できるよう、受け入れ枠の拡充や低年齢児
保育、延長保育などの多様な保育サービスの充実を図り
ます
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4

計
画
の
推
進
に
向
け
て

市
は
計
画
の
推
進
に
あ
た
り
、
以
下

3
点
の
体
制
に
よ
り
着
実
な
推
進
を
図

り
ま
す
。

①
福
祉
保
健
部
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、
全

庁
的
な
連
携
に
よ
り
、
計
画
的
に
施

策
を
推
進
し
ま
す

②
計
画
に
つ
い
て
広
報
等
に
よ
り
市
民

に
周
知
啓
発
を
行
い
ま
す

③
事
業
の
見
直
し
も
含
め
て
、
効
率
的

・
効
果
的
な
事
業
展
開
を
行
い
ま
す

※
計
画
の
体
系
と
重
点
事
業
等
を
表

ー
、
表
2
に
掲
載
し
ま
し
た
の
で
ご
覧

く
だ
さ
い

日
野
市
介
謹
舞

瞑
事
攀
計
画

1

計
画
策
定
の
趣
旨

こ
の
計
画
は
、
介
護
保
険
法
に
基
づ

き、

4
月
か
ら
開
始
の
介
護
保
険
事
業

に
関
し
て
、
日
野
市
に
お
け
る
介
設
保

険
給
付
の
円
滑
な
実
施
等
に
つ
い
て
明

示
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
定
め
る
も

の
で
す
。

計
画
の
実
施
期
間
は
平
成
12
年
＼
平

成
16
年
の

5
年
問
を

1
期
と
し
ま
す

が
、
平
成
14
年
ま
で
の

3
年
間
の
う
ち

に
見
疸
し
を
実
施
し
ま
す
。

2

計
画
の
基
本
的
な
考
え
方

こ
の
計
画
で
は
、
要
支
援
及
び
要
介

設
状
態
に
お
か
れ
た
要
援
護
者
が
、
人

と
し
て
尊
厳
を
持
ち
つ
つ
生
活
で
き
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
の
認
識
か
ら
、

介
設
サ
ー
ビ
ス
を
要
援
護
者
自
身
が
選

択
し
決
定
で
き
る
仕
組
み
作
り
、
自
JJ

で
生
活
が
で
き
る
よ
う
な
支
援
の
実

施
、
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
充
分
な

質
と
量
を
確
保
し
、
自
立
支
援
を
目
的

と
し
た
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
に

よ
り
、
総
合
的
か
つ
利
用
者
の
視
点
に

立
っ
た
公
平
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
実
施

す
る
こ
と
を
基
本
理
念
と
し
ま
す

3

3

日
野
市
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
現
状

と
課
題

事
業
計
画
策
定
に
あ
た

っ
て
、
事
業

量
を
算
出
す
る
う
え
で
基
本
と
な
る
、

日
野
市
に
お
け
る
平
成
12
年
＼
16
年
で

の
総
人

n、
高
齢
者
人
口
、
要
援
設
者

数
の
推
計
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
日
野
市
に
お
け
る
各
サ
ー
ビ

ス
の
内
容
と
現
在
の
利
用
状
況
や
、
介

護
保
険
事
業
施
行
後
の
利
用
意
向
に
つ

い
て
調
査
し
ま
し
た
。

4

介
護
給
付
等
サ
ー
ビ
ス
の
必
要
置

と
供
給
置

日
野
市
に
お
け
る
居
宅
サ
ー
ビ
ス
提

供
事
業
者
数
の
見
込
み
や
、
サ
ー
ビ
ス

必
要
量
と
供
給
最
見
込
み
に
つ
い
て
調

査
し
ま
し
た
。

5

介
護
保
険
事
業
費
用
と
保
険
料

介
護
保
険
事
業
費
は
介
護
給
付
等
サ

ー
ビ
ス
の
利
用
意
向
、
必
要
量
と
供
給

量
の
見
込
み
に
基
づ
い
て
試
算
さ
れ
ま

す
。
そ
の
結
果
に
基
づ
き
、
第
1
号
被

保
険
者
に
か
か
る
保
険
料
の
試
算
を
行

い
ま
し
た
。
第
1
号
被
保
険
者
の
保
険

料
は
、
基
準
額
に
基
づ
い
て
所
得
段
階

ご
と
に
定
め
ら
れ
た
係
数
を
乗
じ
て
算

出
し
ま
す

(
4
面
表
4
参
照
）
。
ま
た
、

介
護
保
険
制
度
を
円
滑
に
禅
人
す
る
た

め
の
特
別
措
置
と
し
て
、
平
成
12
年
4

月
S
平
成
13
年
9
月
の

1
年
6
カ
月
の

期
間
は
、
保
険
料
の
軽
減
が
行
わ
れ
ま

す
。
4
月
か
ら
の

6
カ
月
問
は
保
険
料

を
徴
収
せ
ず
、
そ
の
後
10
月
か
ら
の

1

年
間
の
保
険
料
は
、

2
分
の
ー
に
軽
減

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す

(
4
面
表
5

参
照
）
。

6

介
護
保
険
事
業
計
画
の
実
現
の
た

め
の
方
策

介
護
保
険
事
業
計
画
を
実
現
し
て
い

く
た
め
の
力
策
と
し
て
、
次
の

9
点
が

重
娑
と
な
り
ま
す
。
今
後
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
方
策
の
実
施
を
基
本
と
し
て
、
計

画
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

①
地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

す
べ
て
の
市
民
が
住
み
慣
れ
た
地
域

の
中
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、

保
健
•
福
祉
・
医
療
が
一
体
と
な
っ
た

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
効
果
的
な
仕
組

み
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

基
本
的
に
は
、
地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

は
保
健
福
祉
計
画
の
中
に
位
置
付
け
ら

れ
ま
す
が
、
介
設
保
険
制
度
で
は
、
保

健
•
福
祉
・
医
療
に
ま
た
が
る
サ
ー
ビ

ス
を
総
合
的
に
提
供
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
地
域
術
祉
を
支
援
す
る
た

め
の
拠
点
と
し
て
の
在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
や
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業

者
、
居
宅
支
援
事
業
者
、
介
護
保
険
施

設
な
ど
、
運
営
の
仕
組
み
や
施
設
整
備

の
充
実
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
身
近
な

保
健
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
機
関
と
の

連
携
を
図
り
、
地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を

構
築
し
ま
す
（
表
3
参
照
）
。

②
情
報
提
供
と
相
談
窓
口
の
整
備

介
設
保
険
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
に
関
す

●日野市の地域ケアシステム （表3)

□ 
こ

NPo に連携＝〉~I¢連携〗含函面印

る
情
報
は
各
在
宅
支
援
セ
ン
タ
ー
や
市

役
所
、
各
種
公
的
施
設
を
通
じ
て
積
極

的
に
提
供
し
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
居
宅

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業
者
等
に
つ

い
て
、
必
要
な
情
報
を
照
会
で
き
る

一

覧
表
や
ガ
イ
ド
プ
ッ
ク
等
の
作
成
を
進

め
る
と
共
に
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ

ー
内
に
施
設
の
空
き
状
況
や
サ
ー
ビ
ス

の
供
給
状
況
等
が
検
索
で
き
る
シ
ス
テ

ム
を
整
備
し
ま
す
。
ま
た
、
利
用
者
の

サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
相
談
・
苦
情
に
応

じ
る
た
め
の
窓
口
を
、
各
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
や
市
役
所
に
設
置
す
る
と

共
に
、
居
宅
介
誰
支
援
事
業
者
・
サ
ー

ピ
ス
事
業
者
及
び
介
設
保
険
施
設
の
窓

口
と
の
連
携
を
図
り
ま
す
。

③
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
と
供
給
星
の

確
保サ

ー
ビ
ス
必
要
量
の
試
算
と
供
給
量

見
込
み
に
つ
い
て
、
適
切
な
質
・

量
を

確
保
す
る
た
め
に
、
事
業
者
や
市
民
と

連
携
を
と
り
つ
つ
、
必
要
な
方
策
を
講

じ
ま
す
。
ま
た
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を

最
大
限
確
保
す
る
と
共
に
、
事
業
者
間

の
公
正
な
競
争
を
促
進
す
る
こ
と
で
、

全
体
と
し
て
の
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上

[>>

か
ら
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
一
人
ひ
と
り

の
技
術
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

⑤
市
民
参
加
と
協
働
の
推
進

介
設
保
険
制
度
に
お
い
て
重
要
と
さ

れ
る
地
域
に
根
ざ
し
た
市
民
の
幅
広
い

参
加
を
求
め
る
た
め
に
、

N
P
O
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
の
育
成
支
援
や
、

市
民
が
関
係
機
関
と
協
働
し
た
活
動
が

で
き
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
作
り
を
、
保

健
福
祉
計
画
と
調
利
を
図
り
な
が
ら
進

め
て
い
き
ま
す
。

⑥
日
野
市
が
独
自
に
実
施
す
る
そ
の
他3

 

の
サ
ー
ビ
ス

贔

訪
問
介
護
、
通
所
介

護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）
、

O
u
 

短
期
入
所
（
シ
ョ

ー
ト

ス
テ
イ
）
を
必
要
と
す
~
·

る
要
介
設
者
が
、
給
付

対
象
外
と
な
る
サ
ー
ビ
ス
量
を
必
要
と

す
る
場
合
も
あ
る
た
め
、
不
自
由
な
く

介
設
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
そ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
を
法
定

外
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
検
討
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

ま
た
、
介
護
保
険
が
禅
入
さ
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
介
護
給
付
等
サ
ー
ビ
ス
と

従
来
受
け
て
い
た
サ
ー
ビ
ス
と
の
差
は

介
設
保
険
料
に
費
用
を
上
乗
せ
す
る
こ

と
で
賄
う
こ
と
は
し
ま
せ
ん
。
認
定
外

の
方
も
含
め
、
広
く
介
護
と
保
健
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
受
給
で
き
る
も
の
と
す
る

た
め
、

一
般
施
策
に
よ
る
保
健
福
祉
サ

ー
ビ
ス
（
例
え
ば
、
給
食
サ
ー
ビ
ス
、

お
む
つ
支
給
、
寝
具
乾
煉
サ
ー
ビ
ス
、

寝
た
き
り
老
人
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
、
老

人
幼
問
指
導
等
）
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
、
要
介
設
者
の
う
ち
、

保
険
料
や
自
己
負
担
分
（
利
用
料
）
の

支
払
い
に
苦
慮
す
る
低
所
得
者
対
策
の

た
め
に
、
日
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
が

実
施
し
て
い
る
生
活
福
祉
資
金
貸
し
付

け
制
度
を
整
備
し
ま
す
。

り
利
用
者
の
保
護

要
介
設
認
定
等
の
客
観
・
公
平
性
の

確
保
に
つ
い
て
は
、
介
護
認
定
審
査
会

の
2
次
判
定
に
お
い
て
訪
問
調
査
結
果

や
調
査
員
に
よ
る
特
記
事
項
、
主
治
医

の
意
見
書
を
基
に
、
認
定
申
請
者
の
状

態
に
従
い
、
客
観
的
で
公
平
な
審
査
・

判
定
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
等
に
つ
い
て

は
、
利
用
者
が
主
体
的
に
サ
ー
ビ
ス
を

選
択
・
決
定
で
き
、
充
分
な
サ
ー
ビ
ス

の
質
や
量
の
供
給
を
受
け
て
い
る
か
、

市
民
の
立
場
か
ら
監
視
と
公
正
な
評
価

を
行
い
ま
す
。
そ
の
評
価
は
市
を
通
じ

て
公
開
す
る
と
共
に
、
評
価
の
度
合
い

に
応
じ
て
適
切
な
対
応
が
取
ら
れ
る
よ

う
、
事
業
者
等
に
対
し
て
指
導
・
助
言

を
行
い
ま
す
。
な
お
、
福
祉
オ
ン
プ
ズ
マ

ン
制
度
に
つ
い
て
は
、
導
入
予
定
で
す
。

ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
・

量
の
向
上

を
目
的
と
し
、
相
談
窓
口
等
で
受
け
た

苦
情

・
相
談
の
内
容
は
、
市
が
審
査

・

検
討
を
行
い
、
制
度
の
仕
組
み
や
個
別

の
サ
ー
ビ
ス
改
善
に
反
映
す
る
よ
う
努

め
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
認
定
審
査

や
ケ
ア
プ
ラ
ン
（
居
宅
介
護
支
援
計
画
）

作
成
に
必
要
な
訪
問
調
査
票
や
主
治
医

意
見
書
等
の
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て
は
、
個
人
情
報
保
渡
条
例
の
趣

旨
を
順
守
し
、
恨
重
に
対
応
し
ま
す
。

⑧
保
険
財
政
の
円
滑
な
運
営

保
険
料
の
未
納
等
に
よ
る
介
護
保
険

事
業
の
円
滑
な
運
営
が
妨
げ
ら
れ
る
こ

と
が
な
い
よ
う
に
、
被
保
険
者
の
介
設

保
険
制
度
に
対
す
る
認
識
を
高
め
、
理

解
を
よ
り
深
め
る
た
め
の
普
及
・
啓
発

を
実
施
し
ま
す
。

⑨
日
野
市
保
健
福
祉
計
画
と
の
連
携

介
護
保
険
事
業
計
画
は
、
そ
の
内
容

を
包
含
す
る
保
健
福
祉
計
画
と
調
和
が

保
た
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
か

つ

両
者
の
連
携
を
図
る
こ
と
に
よ
っ
て
サ

ー
ビ
ス
利
用
に
お
け
る
利
便
性
を
高
め

る
こ
と
が
玉
要
で
す
。
そ
の
た
め
、
利

用
者
が
必
要
と
す
る
介
護
給
付
等
サ
ー

ビ
ス
と
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

一
体
的

•
総合
的
に
提
供
す
る
こ
と
で
、
サー

ビ
ス
を
気
軽
に
利
用
で
き
、
安
心
し
て

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み

作
り
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
利
用
者
が
で
き
る
だ
け
自
立

し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
た
め
に
、
ふ
れ
あ
い
の
多
い

コ
ミ

ュ

ニ
テ
ィ

の
形
成
促
進
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー

の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
、
介
設
予
防
施

策
の
充
実
な
ど
、
保
健
福
祉
計
画
に
お

け
る
各
種
施
策
と
の
連
携
に
よ
っ
て
、

だ
れ
も
が
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち

を
め
ざ
し
ま
す
。

今
回
お
知
ら
せ
し
た
両
計
画
は
概
要

で
す
の
で
、
詳
し
く
お
知
り
に
な
り
た

ぃ
h
は
、
市
内
の
図
脅
館
、
市
政
図
書

室
で
閲
覧
く
だ
さ
い
。
貸
し
出
し
も
し

て
い
ま
す
が
、
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
お
貸
し
で
き
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。

◇保健福祉計画重点事業等

●地域でふれあい、

地域ケアシステムの確立
高齢者や障害者等が住みなれた地域で生活することができるよう
に、専門的スタッフの連携や関連団体との緊密な連携、さらには
市民の積極的な参画と協力を得ながら地域ケアシステムを確立し
ます

相談体制の充実

保険，福祉に関するさまざまな相談が、身近なところで気軽にで
きるよう福祉センターの相談窓口の充実に努めるとともに、関係
機関相互の連携をよりー暦強化し、相談体制のネットワーク化を
図ります

福祉コミュニティづくリ
おおむね小学校区を中心として、民生委員、自治会、各種団体等で市
民活動を組織化し、やさしさとぬくもりのある福祉コミュニティづ
くりを促進します

支え合うあたたかみのあるまちづくり

ボランティアセンターの充実
だれもがいつでも福祉ボランティア活動に参加できるよう、ボラ
ンティア情報の提供を促進します

福祉オンプズマン制度導入の検討
市民の福祉サーピスについての苦情や不満を訴える機会を保障し、
苦情等を公平かつ中立的な立場で迅速に解決することにより、福祉
サービスの一層の充実を図るため、福祉オンブズマン制度を創設し
ます

防災マニュアルの策定
障害者等の災害弱者に対し、迅速な避難誘導を行うためのマニュア
ルを策定し、速やかに対応できる体制の確保を図ります。自主防災
組織やボランティアを育成するとともに、近隣住民民生委員等が
障害者への見守り活動の充実を図り、障害者等の災害弱者に対する
支援体制の整備を進めます

●健康で生きがいを感じるまちづくり

生活習慣病予防教室の充実
生活習慣病の予防を図るため、かん・高血圧・糖尿病等に重点を
匿きながら、各種予防教室の充実を図ります

園児の健康づくリの支援
菌児の健康状態を把握し、健康面や発達面での必要な支援を行う
とともに、保健婦や心理相談員歯科衛生士、栄養士の巡回相談
を実施し、乳幼児健診との連携を図ります

歯科医療連携推進事業の構築
要介護者や障害者が身近な地域で必要な歯科医痘が受けられる
「かかりつけ歯科医」制度の定着を図ります。＝次医療及び歯科

以外との連携システムの確立を図ります

●扁齢者が安心していきいき暮らせるまちづくり

在宅介護支援センターの整備充実
在宅介護支援センターをおおむね 2万人に 1施設をめどに整備充
実をはかります

介護保険給付対象施設の整備（高節者在宅サービスセンター）
商齢者在宅サービスセンターの整備充実を図ります

介護保険給付対象外サービスの一般施策の事業化
在宅3本柱ホームヘルプサービス、ショートステイ（緊急対応等）、
デイサービス（ミニデイ含む）を中心として、要介護認定におい
て非該当（自立）・要支援判定を受けた人に対する一般施策を事業
化します。従って一般施策サービスの利用が必要と思われる虚弱高
齢者に対して、介護保険の認定手続きを取るように稿極的に周知し
ていきます

介護保険法定給付サービス（居宅サービス）

介護保険の対象となる在宅高齢者が、質の高いサービスを必要なだ
け受けることができるように、介護保険事業計画に従って整備し、
啓発をします

介護保険法定給付サービス（施設サーピス）

在宅生活を続けることが困難な高齢者が、質の高い介展保険施設サ

ービスを受けることができるように、介護保険事業計画に従って整

備し、啓発をします

グループリビングの運営充実

ボランティア等地域の協力により、入居した高齢者の生活を支援

します

高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

市
民
説
明
会

今
後
の
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

市
内
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

に
入
所
希
望
さ
れ
る
方
は
、
こ

相
談
く
だ
さ
い

高
齢
福
祉
課

“
齢
者
崩
け
サ
ー
ビ
ス
が
変
更
に

介
議
似
険
外
で
巾
独

nの
事
業

市
で
は
、
介
護
保
険
の
基
準
外
か
、

取
り
換
え
、
流
し
や
洗
面
台
の
取
り
換

欝
対
象
に
な
ら
な
い
人
で
、
接
助
が

え
等
：
要
介
護
認
定
等
で
、
「
要
介
護
」

必
要
な
方
を
対
象
に
次
の
よ
う
な
市
独

「要
支
援
」
及
ぴ

「
非
該
当
」
い
ず
れ

自
の
介
護
サ
ー
ピ
ス
を
行
い
ま
す
。

か
の
判
定
を
受
け
た
お
お
む
ね
65
歳
以

1

生
活
支
援
等
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー

上
の
市
民

ビ
ス
事
業

▽
費
用
11
原
則
と
し
て
、
給
付
に
要
し

自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
た
め
た
費
川
の

1
割

に
、
な
ん
ら
か
の
牛
活
支
援
が
必
良

f

老
人
福
祉
手
当
が

4
月
か
ら
変
更
に

お
お
む
ね

65
歳
以
卜
の
高
齢
者
に
オ

ム
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
ま
す
。

▽
対
象
者
11
市
内
在
住
で
、
要
介
護
認
老
人
福
祉
手
当
の
内
容
が
東
京
都
の

定
等
で
「
自
立
」
ま
た
は
「
要
支
援
」
制
度
見
直
し
を
受
け
て
、

4
月
か
ら
次

と

判

定

さ

れ

た

方

の

よ

う

に

変

更

さ

れ

ま

し

た

。
支
給
額

▽
費
用
1
1
1
時
間
150
円
程
度
（
条
件
に
は
段
階
的
に
減
額
さ
れ
、

平
成
15
年
度

よ

り

異

な

り

ま

す

）

に

は

全

面

廃

止

と

な

り

ま

す

。

2

高
齢
者
生
活
指
導
一
時
保
護
事
業

▽
対
象
11
今
年
3
月

3
1
B
現
在、

6
カ

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
方
を
介
護
し
月
以
上
寝
た
き
り
状
態
の
高
齢
者
の
方

て
い
る
家
庭
で
、
急
病
等
に
よ
り
介
護
▽
手
当
月
額
11
別
表
の
と
お
り

で
き
な
く
な
る
等
、
緊
急
の
時
、

一
時

▽

受

け

付

け

期

限

1
1
6
月
30
日
②
ま
で

的

に

施

設

に

て

預

か

り

ま

す

。

※

寝

た

き

り

老

人

看

護

手

当

(
3
カ
月

▽
対
象
者
11
市
内
在
仕
で
、
虚
弱
・
寝
以
上
在
宅
で
疫
た
き
り
等
の
状
態
の
高

た
き
り
の

65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
方
齢
者
と
同
居
す
る
家
族
が
対
象
）
に
つ

▽
費
用
1
1
1
H
l
千
700
円

程

度

（

要

介

い

て

は
見
直
し
し
ま
せ
ん

護
度
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

3

生
活
支
接
型
機
能
訓
練
事
業

心
身
機
能
の
低
下
し
て
い
る
方
に
対

し
、
必
要
な
訓
練
を
行
い
日
常
生
活
能

力
を
回
復
さ
せ
、
機
能
低
下
を
防
止
し

ま
す
。

▽
対
象
者
11
市
内
在
住
で

40
歳
以
上
の

方
（
条
件
あ
り
）

▽
費
用
1
1
1
回
JOO
円

4

高
齢
者
生
き
が
い
活
動
支
援
通
所

等
事
業

高
齢
者
の
心
身
機
能
の
向
卜
を

H
的

と
し
、
日
中
、
施
設
に
お
い
て
、

B
常

生
活
動
作
の
訓
練
や
、
健
康
管
理
、
食

事
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

▽
対
象
者
11
要
介
設
認
定
等
で
「
自
立
」

又
は

「要
支
援
」
と
の
判
定
を
受
け
た

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
市
民
の
方

▽
利
用
限
度
11

「
自
立
」
の
方
は
週
2

回、

「要
支
援
」
の
方
は
月
2
回
ま
で

▽
費
用
1
1
1
回
800
円
程
度
（
条
件
に
よ

り
異
な
り
ま
す
）

5

高
齢
者
自
立
支
援
日
常
生
活
用
具

給
付
事
業

日
常
生
活
の
動
作
に
支
障
が
あ
る
高

齢
者
に
対
し
、

H
常
生
活
用
具
を
給
付

し
ま
す
。

▽
対
象
者
11
要
介
護
認
定
等
で
、
「
非

該
当
」
と
判
定
を
受
け
た
お
お
む
ね

65

歳
以
上
の
市
民
の
方

▽
用
具
の
種
目
11
腰
掛
け
便
座
・
入
浴

補
助
用
貝
・
歩
行
支
援
用
具
・
ス
ロ
ー
プ

▽
費
用
11
原
則
と
し
て
、
川
具
に
要
し

た
費
用
の

1
割

6

高
齢
者
自
立
支
撲
住
宅
改
修
給
付

事
業

B
常
生
活
の
動
作
に
支
障
が
あ
る
高

齢
者
に
対
し
、
住
宅
の
改
修
を
給
付
し

ま
す
。

▽
内
容
・
対
象
者
11
手
す
り
の
取
り
付

け
、
床
段
差
の
解
消
等
…
要
介
設
認
定

等
で
、
「
非
該
当
」

と
判
定
を
受
け
た

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
市
民
／
浴
槽
の

●障害者が共に生き、しあわせを感じるまちづくり
グループホーム（生活寮）の整備・充実 知的障害者入所援護施設入所枠の確保
知的障害者で、現に就労（福祉的就労を含む）している人に生活 介護者等家庭の事情により施設への入所を希望する人のニーズに
の場を提供し、自立生活を促進します。市立生活寮の充実と社会 対応するため、社会福祉法人が近隣に建設する知的障害者入所援
福祉法人等による整備を促進します。また、重度生活寮の設置を 護施設入所枠の確保に努めます

進めます 障害者雇用の拡大・就労の促進 —
精神障害者施策の検討 公共職業安定所との連携を確保しながら、事業所の障害者雇用に

法律の改正により、在宅の精神障害者に対する福祉事業が市町村を ついての理解を求め、雇用の促進を圏ります

中心に推進することになります。推進する体制の整備と精神障害者 障害者地域自立生活支援センターの設置
居宅介護等事業（ホームヘルプサービス、ショートステイ、グルー 地域の障害者支援の拠点として、障害者の相談指導やケアマネジ
プホーム、通院医療費公費負担申請の窓口等）の実施へ向けて検討 メント、地域の多様なサーピス資源等の連携などを行う障害者地
します 域自立生活支援センターを設證します

市
で
は
、
今
回
紹
介
し
た
よ
う
に
、
保

健
福
祉
計
画
の
見
也
し
と
介
護
保
険
事

業
計
画
の
策
定
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

そ
の
内
容
及
び
今
後
の
高
齢
福
祉
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
市
内
2
会

場
で
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時
・
会
場
1
1
5
月
13
日
山
①
午
前

10
時

1
1
1
時
30
分
…
市
民
会
館
小
ホ
ー

ル
②
午
後
2
時
＼
3
時
30
分
・
・
・
七
生
公

会
堂
※
疸
接
会
場
へ

●老人福祉手当支給額

11年度 12年度 1碑度 1碑度

70歳以上 55,000円
（所得制限なし）

41,250円 27,500円 13,750円

65歳 69歳で、
45,000円

所得基準額以下の方
33,750円 22,500円 11,250円

65歳 69歳で、
所得基準額を超える方

東京都重度心身障害者
30,000円 22,500円 15,000円 7,500円

手当を受給の方

●親と子の笑顔あふれるまちづくり

子とも家庭支援センターの整備
保健•福祉・医療、教育分野の各機関と連携しながら、子どもと
家庭に関する総合相談、子ども家庭サービスの提供、サービス調
整などを行う子ども家庭支援センターの整備を推進します。ま
た、センターを核と し、 総合的な子育て支援のシステム化を図り
ます
ファミリー・サポート・センター事業の実施 • 
育児の援助を受けたい人と行いたい人が会員となって育児を助け
合う制度であるファミリー•サポートセンター事業を実施します

学童クラプの施設整備
老朽化した施設の改修と手狭まな施設を解消するとともに、障害
児受け入れ可能な新たな施設を整備します

乳児保育枠の拡大
保育園における待機児を解消するため、分園及び定員の弾力化制
度を活用し、低年齢児保育受け入れ枠の拡充を図ります

（表2)

地域機能訓練事業 (B型）

高齢者や障害者が地域の中で明る＜、 自立した社会生活を送るこ
とができるように心身機能を維持し、社会性を保つための地域リ
ハビリ活動を実施します

市立病院の建て替え整備の推進
市立病院の建て替えを推進し、一般医療のほか、高度・先進的医
療や地域に欠ける医療機関を補てんするとともに、二次救急医療
等の分野を担う地域の医療提供体制の整備を図ります

R
 

市役所 代表電話
TEL.042-585-1 1 1 1 

時間延長型保育の充実
就労形態の多様化や通勤時間の延伸等に対応するため、午後6時以
降の延長保育実施保育園数を拡大するとともに、保育内容の充実を
図ります

地域子育てネットワークづくリの推進

地域の育児力を高めるため、子育ての経験を有する年長者や保育
関係者などを「子育てサポーター」として育成し、出産、病気、
冠婚葬祭、急な残業のときなどに対応できる市民相互による子育
てネットワークを組織化し、子育て相談や児童虐待の早期発見と
未然防止を図るとともに、地域で子育てを支援する環境づくりを
進めます

子どもの権利条例制定の検討
国が批准した「子どもの権利条約」の理念の具現化や子どもの権
利を一麿尊重していくために、「子どもの権利条例」の制定につい
て検詞を進めます

゜
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4月から始まった介護保険制度。高齢者の介護を社会全体で支え、

安心できる高齢社会を築いていくために、皆さんの保険料と国や自

治体の財源をもとに運営していきます。制度の実施にともない、保険

料や、制度の概要についてお知らせします。

（高齢福祉課介護保険係）

●所得段階別保険料月額
（第 1号被保険者 ※65歳以上の人） （表4)

（所得250万円

5い 9 9 

50万円以上） I ．,ー-
※保険料は年額で設定し各月に割り振りますので、月額保険料は賦課月
によって変わる場合があります

●65歳以上の方の介護保険料は10月から（表 5)

4Fi00円

平成12年
4月

10月 平成13年
4月

10月

1,500円

2,250円

3,000円

3,750円

1

利
用
は
認
定
手
続
き
か
ら

介
護
保
険
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
際
に
は
要
介
護
認
定
を
受
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
申
請
受
付
は
、
昨
年
の

10
月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
が
、
今
年
3

月
31
日
現
在
の
申
請
件
数
は
、

2
千
332

件
で
す
。
介
護
認
定
件
数
は
、

2
千
99

件

(
3
月
31
日
現
在
）

。
内
訳
は

「施

設
」
は

648
件
。
「
在
宅
」
は

1
千
451
件

で
、
要
介
護
ー
と
い
う
認
定
が
2
3
.
8

％
と
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
介
護

が
必
要
と
思
わ
れ
る
方
で
、
ま
だ
申
請

平成14年
4月

＊
サ
ー
ピ
ス
を
利
用
す
る
に
は
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＊
介
護
保
険
料

保
険
料
は

40
歳
以
上
の
皆
さ
ん
に
納

め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

.65歳
以
上
の
方
（
第
1
号
被
保
険
者
）

保
険
料
は
日
野
市
が
徴
収
し
、
保
険

料
の
基
準
額
は
、
月
額
3
千
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
な
お
、
納
め
る
額
は
、
所

得
に
応
じ
て

5
段
階
に
分
け
ら
れ
て
い

ま
す
（
表
4
参
照
）
。
老
齢
・
退
職
年

金
の
年
額
が
18
万
円
以
上
の
方
は
、
年

金
か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
年

額
18
万
円
未
満
の
方
は
、
市
か
ら
送
付

す
る
納
付
書
に
よ
り
、

個
別
に
納
め
ま
す
。
た

だ
し
、
国
の
特
別
対
策

と
し
て
、

6
カ
月
間
の
納
付
の
猶
予
と

1
年
間
の
納
付
額
の
軽
減
期
間
が
あ
り

ま
す
（
表
5
参
照
）
。

.
4
0
S
6
4
歳
の
方
（
第
2
号
被
保
険
者
）

4
月
か
ら
納
め
ま
す
。
納
め
る
方
法

は
、
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
の
種
類

に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

①
健
康
保
険
・
共
済
組
合
な
ど
の
加
入

者
保
険
料
は
給
料
額
に
よ
り
異
な
り
ま

す
が
、
原
則
と
し
て
事
業
、
王
が
半
分
を

負
担
し
、
医
療
保
険
料
と
合
わ
せ
て
納

め
ま
す
。

40S64
歳
の
被
扶
養
者
は
被
保
険
者

全
員
で
負
担
し
ま
す
の
で
、

医
療
保
険

と
同
様
に
個
別
に
納
め
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

②
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者

保
険
料
は
第
2
号
被
保
険
者
の
所
得

や
人
数
に
よ
り
異
な
り
ま
す
が
、
国
民

健
康
保
険
税
の
納
付
月
に
医
療
保
険
料

と
合
わ
せ
て
、
世
帯
単
位
で
世
帯
主
が

納
め
ま
す
。

さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
市
役
所
2
階
高

齢
福
祉
課
、
お
近
く
の
指
定
居
宅
介
護

支
援
事
業
者
ま
た
は
在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
で
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

2

ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
を

要
支
援
、
要
介
護
l
¥
5
に
認
定
さ

れ
た
方
が
、
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
時
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
ケ
ア
プ

ラ
ン
（
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
）
の
作
成

な
ど
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
ケ
ア
プ

ラ
ン
は
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
本
人
や
家

族
と
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
の
ケ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
が
、
介
護
の
内
容

を
相
談
し
な
が
ら
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作

成
し
ま
す
。
そ
の
プ
ラ
ン
を
も
と
に
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
と
契
約
を

結
び
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ま
す
。

●
利
用
料
が
1
割
か
か
り
ま
す

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
場
合
に

は
、
利
用
料
の

1
割
を
本
人
が
負
担
し

ま
す
（
例
え
ば
1
万
円
の
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
た
場
合
、

1
千
円
本
人
負
担
）
。

な
お
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き

る
の
は
、

65
歳
以
上
（
特
定
疾
病
該
当

者
は

40
歳
以
上
）
の
方
で
、
事
前
に
要

介
護
な
ど
の
認
定
を
受
け
て
い
る
方
に

な
り
ま
す
。

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• ．．  
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●40~64歳までの方

介護保険料
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

一般保険料

●65歳以上の方

． ． 
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